長谷川端蔵『源氏物語』玄陳筆｢帚木｣ by 長谷川 端 et al.
解題
一
、
書
誌
本
書
は
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
、
付
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
『
源
氏
物
語
秘
訣
(
１)』
各
一
冊
の
中
の
玄
陳
筆
｢
帚
木｣
で
あ
る
。
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
銀
泥
及
び
彩
色
に
て
、
伝
説
に
い
う
信
濃
の
園
原
に
あ
っ
た
帚
木
の
下
絵
を
描
き
、｢
は
ゝ
き
ゝ｣
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長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
玄
陳
筆
｢
帚
木｣
長
谷
川
端
(
文
責)
駒
田
貴
子
村
井
俊
司
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
四
十
八
丁
、
墨
付
四
十
六
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
四
〜
二
十
八
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
昌
琢
筆
｢
桐
壺
(
２)｣
、
西
山
宗
因
筆
｢
紅
葉
賀
(
３)｣
｢
宿
木
(
４)｣
は
、
既
に
解
題
を
付
し
翻
刻
し
た
。
二
、
玄
陳
と
本
書
の
書
写
玄
陳
に
つ
い
て
は
、
藤
本
箕
山
編
『
顕
伝
明
名
録
(
５)』
に
、
玄
仍
子
紹
巴
孫
号
徳
臨
庵
法
眼
寛
文
五
乙
巳
正
月
五
日
卒
と
記
す
よ
う
に
、
紹
巴
の
孫
で
玄
仍
の
長
男
で
あ
る
。
母
は
、
昌
叱
の
女
、
弟
に
玄
的
が
お
り
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
巻
頭
｢
桐
壺｣
を
書
写
し
た
昌
琢
は
叔
父
に
あ
た
る
。
そ
の
生
涯
は
、
玄
陳
自
筆
『
忠
度
百
首
(
６)』
の
巻
末
に
｢
寛
文
二
年
五
月
日
七
十
二
歳
法
眼
玄
陳
印｣
(
写
真
④)
と
あ
り
、
寛
文
二
年
(
一
六
六
二)
に
は
｢
七
十
二
歳｣
で
あ
っ
た
と
わ
か
り
、
生
年
は
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一)
と
な
る
。
没
年
は
、
先
の
『
顕
伝
明
名
録』
に
｢
寛
文
五
乙
巳
正
月
五
日
卒｣
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一)
か
ら
寛
文
五
年
(
一
六
六
五)
一
月
五
日
に
七
十
五
歳
で
没
す
る
ま
で
が
、
そ
の
生
涯
と
な
る
。
里
村
家
の
人
々
の
没
年
と
玄
陳
の
年
齢
を
記
せ
ば
、
年
号
歳
記
事
天
正
一
九
年
(
一
五
九
一)
１
出
生
。
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慶
長
七
年
(
一
六
〇
二)
12
紹
巴
没
。
八
年
(
一
六
〇
三)
13
昌
叱
没
。
十
二
年
(
一
六
〇
七)
17
父
、
玄
仍
没
。
寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六)
46
昌
琢
没
。
と
な
る
。
こ
の
中
で
十
七
歳
で
父
玄
仍
が
没
し
た
環
境
が
、
玄
陳
の
連
歌
師
と
し
て
の
活
動
に
与
え
た
影
響
は
少
な
く
な
い
と
い
え
る
。
例
え
ば
、『
滑

太
平
記
(
７)』
に
あ
る
、
有
年
の
七
月
七
日
、
東
門
跡
の
東
泰
院
興
行
に
て
、
昌
琢
・
玄
陳
・
昌
俔
・
貞
徳
も
出
座
し
誹
諧
有
。
何
れ
も
連
歌
の
達
人
な
れ
ど
も
、
誹
諧
な
れ
ば
、
貞
徳
坐
を
さ
ば
き
け
り
。
貞
徳
発
句
に
、
秋
立
や
影
向
の
枝
花
の
奥
是
に
て
百
句
半
成
し
に
、｢
節
分｣
と
云
句
出
る
。
玄
陳
｢
春
な
り｣
と
い
へ
り
。
貞
徳
聞
て
、｢
節
分
尤
四
季
に
有
と
い
へ
ど
も
、
一
年
の
限
と
い
ふ
、
春
を
迎
へ
て
節
、
陰
陽
の
さ
か
ひ
、
冬
の
季
な
り
。
易
を
考
て
見
ら
れ
ぬ
る
か
。
連
歌
は
昌
琢
、
誹
諧
は
愚
さ
ば
き
な
り
。
其
方
は
未
若
し
。
能
思
慮
し
て
も
の
は
い
わ
れ
よ
。｣
と
異
見
せ
ら
る
。
昌
琢
、｢
い
か
に
も
翁
の
云
わ
る
ゝ
所
尤
な
り
。
冬
の
季
に
限
れ
り
。｣
と
申
さ
れ
き
。
と
い
う
部
分
は
、
玄
陳
も
｢
連
歌
の
達
人
(
８)｣
と
記
さ
れ
る
が
、
貞
徳
に
｢
異
見｣
を
い
わ
れ
て
い
る
姿
は
、
後
見
の
な
い
立
場
を
現
わ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
実
父
玄
仍
亡
き
後
、
里
村
家
の
中
心
で
あ
っ
た
の
は
、
叔
父
の
昌
琢
で
あ
る
。
昌
琢
は
連
歌
界
の
大
宗
匠
で
も
あ
り
、
こ
の
昌
琢
の
地
位
が
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
(
９)
。
そ
し
て
、
玄
陳
が
書
写
を
担
当
し
て
い
る
こ
の
｢
帚
木｣
を
含
む
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
書
写
年
代
は
、
寛
永
の
早
い
時
期
、
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
と
考
え
ら
れ
た
(
)
。
玄
陳
の
年
齢
で
い
え
ば
、
三
十
七
歳
か
ら
三
十
九
歳
に
33
あ
た
る
。
こ
の
年
月
の
玄
陳
の
足
跡
と
し
て
は
、
昌
琢
の
下
、
連
歌
会
へ
の
出
座
が
挙
げ
ら
れ
る
。
玄
陳
の
連
な
っ
た
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
か
ら
、
寛
永
六
年
(
一
六
二
九)
ま
で
の
連
歌
会
と
、
そ
こ
で
連
衆
と
な
っ
て
い
る
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
を
表
(
)
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
34
年
月
日
玄
陳
玄
仲
昌
琢
昌
俔
玄
的
了
倶
行
生
宗
順
伊
益
宗
因
能
円
能
舜
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
○
八
月
二
十
八
日
○
○
○
○
○
○
十
月
十
八
日
○
○
○
○
○
十
二
月
十
八
日
○
○
○
○
○
二
年
(
一
六
二
五)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
三
月
三
日
○
○
○
○
○
四
月
○
○
○
○
○
○
○
五
月
晦
日
○
○
○
○
○
八
月
十
五
日
○
○
○
○
八
月
二
十
日
○
○
十
月
二
十
二
日
○
○
○
○
○
○
○
三
年
(
一
六
二
六)
一
月
○
○
○
○
○
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
二
月
二
十
六
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
十
日
○
○
○
○
○
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四
月
十
二
日
○
○
○
○
○
○
○
九
月
八
日
○
○
○
○
○
○
九
月
十
六
日
○
○
○
○
○
九
月
晦
日
○
○
○
○
○
○
十
月
五
日
○
○
○
○
○
十
月
七
日
○
○
○
○
○
十
月
九
日
○
○
○
○
四
年
(
一
六
二
七)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
○
○
○
○
三
月
十
八
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
十
八
日
○
○
○
○
○
四
月
五
日
○
○
○
○
四
月
七
日
○
○
○
○
七
月
二
十
四
日
○
○
○
○
○
○
七
月
二
十
四
日
○
○
○
○
○
九
月
六
日
○
○
○
○
○
○
五
年
(
一
六
二
八)
五
月
二
十
日
○
○
○
○
六
月
二
十
一
日
○
○
○
七
月
二
十
三
日
○
○
○
○
○
七
月
二
十
七
日
○
○
○
○
七
月
二
十
九
日
○
○
○
○
八
月
十
日
○
○
○
○
○
十
月
二
十
八
日
○
○
○
○
○
六
年
(
一
六
二
九)
九
月
十
一
日
○
○
○
こ
の
表
か
ら
、
里
村
一
族
と
の
同
座
が
圧
倒
的
に
多
い
と
わ
か
る
。
昌
琢
と
昌
俔
は
母
方
の
叔
父
、
玄
仲
は
父
方
の
叔
父
、
そ
し
て
、
玄
的
は
弟
で
あ
る
。
里
村
一
族
が
揃
っ
て
出
座
す
る
連
歌
会
に
、
玄
陳
も
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
一
族
の
結
束
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
の
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。
巻
頭
を
昌
琢
が
書
写
し
、
巻
末
を
玄
仲
が
担
当
し
て
い
る
点
や
、
一
人
の
書
写
者
が
一
巻
の
み
を
受
け
持
つ
の
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
里
村
一
族
や
そ
の
一
門
が
、
複
数
の
巻
を
書
写
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
複
数
の
巻
の
書
写
者
は
、｢
筆
功｣
と
記
さ
れ
る
｢
岡
本
主
水｣
を
除
く
五
人
で
、
玄
陳
、
昌
俔
、
宗
因
、
了
倶
、
宗
具
で
あ
る
。
伝
未
詳
の
宗
具
を
除
き
、
全
て
里
村
家
の
こ
の
当
時
の
中
心
人
物
で
あ
る
昌
琢
に
近
い
人
々
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
複
数
の
巻
を
書
写
し
た
中
で
も
玄
陳
は
、｢
帚
木｣
｢
関
屋｣
｢
藤
裏
葉｣
の
三
巻
を
書
写
し
て
お
り
、
筆
功
の
岡
本
主
水
に
次
い
で
二
番
目
に
書
写
巻
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
玄
陳
の
積
極
的
な
こ
の
『
源
氏
物
語』
書
写
へ
の
関
与
を
示
す
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
、
玄
陳
の
連
歌
師
と
し
て
の
『
源
氏
物
語』
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
陳
の
名
前
が
見
え
る
元
文
四
年
(
一
七
三
九)
の
年
号
を
持
ち
、｢
古
筆
了
延｣
の
署
名
の
あ
る
｢
源
氏
物
語
御
筆
者
(
)｣
と
い
う
書
き
付
け
の
中
に
、｢
連
歌
師｣
と
し
て
、
帚
木
連
歌
師
昌
琢
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九
月
十
八
日
○
○
○
○
九
月
十
八
日
○
○
○
○
九
月
二
十
九
日
○
○
○
○
十
月
九
日
○
○
○
○
十
月
晦
日
○
○
○
○
十
一
月
二
十
二
日
○
○
○
○

５






５
	
１
１
葵連
歌
師
玄
陳
榊
連
歌
師
宗
順
乙
女
連
歌
師
玄
陳
槙
柱
連
歌
師
玄
陳
柏
木
連
歌
師
昌
俔
竹
川
連
歌
師
宗
順
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
玄
陳
は
、
三
巻
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
書
き
付
け
に
は
、
公
家
や
僧
侶
な
ど
の
名
前
も
見
ら
れ
る
が
、
書
写
巻
は
一
人
一
巻
が
多
い
中
で
、
玄
陳
の
三
巻
の
書
写
は
、
他
に
は
な
く
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
連
歌
師
と
し
て
の
『
源
氏
物
語』
に
対
す
る
関
心
が
掲
げ
ら
れ
る
。
宗
祇
や
紹
巴
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
連
歌
師
に
と
っ
て
『
源
氏』
は
基
礎
知
識
で
あ
り
、
父
玄
仍
も
三
十
七
年
と
い
う
短
い
人
生
の
中
で
、『
源
氏
物
語
註
(
)』
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
注
釈
書
は
そ
の
長
子
で
あ
る
玄
陳
も
目
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
点
は
玄
陳
が
書
写
に
堪
能
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
考
え
た
い
。
こ
の
書
写
に
堪
能
で
あ
っ
た
点
を
含
め
、
次
ぎ
に
玄
陳
の
筆
跡
に
触
れ
る
。
三
、
玄
陳
の
定
家
様
本
書
の
筆
跡
(
写
真
①
②
③)
と
先
に
触
れ
た
玄
陳
筆
『
忠
度
百
首』
(
写
真
④)
、
そ
し
て
短
冊
(
)
(
写
真
⑤
⑥)
で
わ
か
る
よ
う
に
、
玄
陳
の
手
は
明
ら
か
に
定
家
様
と
い
え
る
。
定
家
様
は
、
冷
泉
家
の
歴
代
の
人
々
や
近
衛
信
尹
、
小
堀
遠
州
、
烏
丸
光
広
な
ど
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
茶
道
家
の
定
家
尊
重
が
そ
37
の
流
行
の
原
因
だ
と
い
わ
れ
る
(
)
。
そ
し
て
、
そ
の
愛
玩
に
つ
い
て
、
小
松
茂
美
氏
(
)
は
、｢
天
正
か
ら
文
禄
・
慶
長
に
か
け
て
の
定
家
の
筆
跡
と
い
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
小
倉
色
紙
一
辺
倒
で
あ
っ
た
。｣
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
倉
色
紙
に
よ
っ
て
、
定
家
様
は
流
布
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
小
倉
色
紙
に
関
し
て
は
、
玄
陳
も
、
松
平
不
昧
の
『
古
今
名
物
類
聚
(
)』
に
、
一
み
せ
は
や
な
玄
陳
と
あ
り
、
殷
富
門
院
大
輔
の
歌
の
色
紙
を
所
有
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
書
に
は
、
一
人
も
お
し
里
村
昌
程
後
土
屋
相
模
守
と
あ
り
、
玄
陳
の
婿
の
昌
程
(
昌
琢
の
子)
も
、
後
鳥
羽
院
の
歌
の
小
倉
色
紙
を
所
有
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
昌
程
の
所
有
に
つ
い
て
は
、
所
伝
小
堀
遠
州
の
『
玩
貨
名
物
記
(
)』
に
も
、
一
人
も
お
し
昌
程
し
や
う
て
い
一
い
に
し
へ
の
同
後
藤
庄
三
郎
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
玩
貨
名
物
記』
に
、
玄
陳
の
小
倉
色
紙
所
有
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
定
家
様
で
書
く
に
は
、
定
家
尊
重
に
加
え
て
自
身
の
才
能
が
当
然
、
必
要
で
あ
り
、
玄
陳
は
そ
の
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
玄
陳
の
伝
記
を
記
す
、
江
戸
時
代
の
伝
新
井
白
石
の
『
画
工
(
巧)
便
覧
(
)』
に
は
、
玄
陳
住
二
泉
堺
一
連
歌
匠
也
常
好
二
和
絵
一
画
又
加
二
其
賛
一
と
記
さ
れ
、
明
治
期
の
北
村
佳
逸
編
『
名
家
鑑
定
美
術
必
携
日
本
画
人
伝
(
)』
巻
六
に
、
里
村
玄
陳
和
泉
堺
ノ
人
ナ
リ
、
紹
巴
ノ
孫
ニ
シ
テ
和
歌
ヲ
能
ク
シ
、
画
モ
妙
ナ
リ
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と
あ
る
よ
う
に
、
絵
画
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
定
家
様
の
筆
跡
と
軌
を
一
に
す
る
玄
陳
の
才
能
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
美
術
の
方
面
か
ら
も
、
注
目
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
四
、
結
語
か
つ
て
豪
商
が
行
政
を
執
り
、
千
利
休
や
牡
丹
花
肖
柏
ら
文
化
人
も
住
ん
だ
自
治
都
市
堺
に
、
玄
陳
は
住
ん
で
い
た
。『
堺
市
史』
に
は
、｢
連
歌
師
と
し
て
在
住
し
た
里
村
玄
陳
は
、
紹
巴
の
孫
に
当
り
(
)｣
と
記
し
、
次
の
よ
う
に
伝
記
を
載
せ
る
(
)
。
里
村
玄
陳
は
紹
巴
の
孫
、
玄
仍
の
男
で
あ
る
。
堺
に
住
し
、
連
歌
を
以
て
聞
こ
え
、
傍
ら
絵
画
を
善
く
し
、
書
法
に
達
し
た
。
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。(
続
本
朝
画
史
卷
之
下)
寛
文
五
年
正
月
五
日
歿
し
た
。
享
年
七
十
五
。(
日
本
書
画
名
家
編
年
史
卷
四
上)
こ
の
『
続
本
朝
画
史
(
)』
『
日
本
書
画
名
家
編
年
史
(
)』
と
い
う
美
術
書
か
ら
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
、
玄
陳
は
画
人
と
し
て
も
認
知
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
絵
画
面
で
の
業
績
と
し
て
は
、『
国
書
総
目
録
(
)』
に
｢
競
馬
図
巻｣
が
見
ら
れ
る
。
玄
陳
が
起
居
し
た
頃
の
堺
は
、
幕
府
の
枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ
、
既
に
自
治
都
市
、
自
由
都
市
の
繁
栄
は
失
わ
れ
て
い
た
が
、
連
歌
の
家
と
し
て
紹
巴
、
玄
仍
の
流
れ
を
汲
む
嫡
子
の
玄
陳
が
、
京
都
を
出
て
堺
に
住
ん
だ
足
跡
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
堺
在
住
を
含
め
、
連
歌
師
玄
陳
の
姿
を
当
時
の
社
会
状
況
か
ら
考
え
、
ま
と
め
と
し
た
い
。
幕
府
に
よ
る
封
建
制
度
が
確
立
す
る
社
会
に
於
い
て
、
連
歌
師
も
昌
琢
が
柳
営
連
歌
の
宗
匠
と
な
り
、
そ
の
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
奥
田
勲
氏
(
)
は
、
実
力
で
せ
め
ぎ
合
っ
た
連
歌
師
た
ち
の
群
像
は
な
く
、
幕
府
と
い
う
絶
対
権
力
に
よ
り
そ
っ
て
、
そ
の
年
中
行
事
に
組
み
込
ま
39
れ
た
形
で
連
歌
の
制
作
・
指
導
を
続
け
て
行
く
家
柄
の
姿
し
か
な
い
。
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
連
歌
の
み
で
は
な
く
、
千
利
休
に
よ
っ
て
一
世
を
風
靡
し
た
茶
道
で
も
同
じ
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
幕
府
に
よ
る
柳
営
茶
道
の
誕
生
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
桑
田
忠
親
氏
(
)
が
｢
非
常
に
形
式
は
整
っ
て
き
ま
す
が
、
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。｣
と
、
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
共
に
幕
府
の
体
制
確
立
に
よ
る
伝
統
文
化
の
変
容
と
い
え
る
。
こ
う
い
っ
た
社
会
を
生
き
る
玄
陳
は
、
亡
父
玄
仍
、
そ
し
て
今
、
里
村
家
の
柱
で
あ
る
叔
父
昌
琢
か
ら
す
る
と
、
次
世
代
の
連
歌
師
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
乱
世
は
終
息
し
、
太
平
の
世
と
な
り
、
幕
府
の
体
制
が
確
立
し
た
社
会
を
生
き
る
、
新
し
い
連
歌
師
の
姿
が
あ
る
と
い
え
る
。
玄
陳
と
同
じ
く
定
家
様
で
知
ら
れ
、
寛
永
文
化
を
代
表
す
る
茶
人
小
堀
遠
州
は
、｢
中
興
名
物
と
い
う
も
の
も
選
定
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
、
道
具
の
極
め
書
と
か
箱
書
・
箱
・
上
箱
・
中
箱
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。｣
と
、
先
の
桑
田
氏
(
)
は
言
う
。
こ
れ
は
正
し
く
茶
道
の
形
式
化
と
い
え
る
が
、
そ
れ
を
当
時
の
特
質
と
捉
え
れ
ば
、
玄
陳
が
連
歌
の
周
辺
の
書
や
絵
画
に
も
、
そ
の
才
能
を
発
揮
し
、
父
祖
の
地
京
都
を
出
て
堺
に
住
ん
だ
の
も
、
江
戸
初
期
と
い
う
時
代
の
風
を
と
ら
え
て
生
き
る
連
歌
師
の
姿
が
窺
え
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
玄
陳
筆
の
流
麗
な
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
本
書
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
は
、
江
戸
初
期
の
『
源
氏
物
語』
本
文
を
、
今
日
に
如
実
に
伝
え
る
と
同
時
に
、
美
術
品
と
し
て
の
価
値
も
有
す
る
。
ま
た
、
様
々
な
観
点
か
ら
の
検
証
に
よ
っ
て
、
寛
永
の
社
会
や
文
化
を
構
想
す
る
の
に
も
有
益
な
一
書
な
の
で
あ
る
。
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翻
刻
凡
例
一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
仮
名
遣
は
原
本
通
り
と
し
た
。
一
、
和
歌
は
改
行
を
し
、
二
字
下
げ
と
し
た
。
一
、
本
文
の
傍
書
は
原
本
通
り
と
し
た
。
一
、
漢
字
の
踊
字
｢

｣
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
錯
簡
が
あ
る
。

丁
オ
〜

丁
ウ
を
、

丁
ウ
の
次
に
置
き
、
正
し
い
本
文
と
し
て
翻
刻
し
た
。
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(
は
ゝ
き
ゝ)
光
源
氏
名
の
み
こ
と


し
う
い
ひ
け
た
れ
た
ま
ふ
と
か
お
ほ
か
な
る
に
い
と
ゝ
か
ゝ
る
す
き
こ
と
ゝ
も
を
す
ゑ
の
世
に
も
き
ゝ
つ
た
へ
て
か
ろ
ひ
た
る
名
を
や
な
か
さ
む
と
し
の
ひ
給
け
る
か
く
ろ
へ
こ
と
を
さ
へ
か
た
り
つ
た
へ
け
む
人
の
も
の
い
ひ
さ
か
な
さ
よ
さ
る
は
い
と
い
た
く
世
を
は
ゝ
か
り
ま
め
た
ち
給
け
る
ほ
と
な
よ
ひ
か
に
お
か
し
き
こ
と
は
な
く
て
か
た
の
ゝ
少
将
に
は
わ
ら
は
れ
給
け
む
か
し
ま
た
中
将
な
と
に
も
も
の
し
給
し
時
は
う
ち
に
の
み
さ
ふ
ら
ひ
よ
う
し
た
ま
ひ
て
お
ほ
い
と
の
に
は
た
え


ま
か
て
給
し
の
ふ
の
み
た
れ
や
と
う
た
か
ひ
き
こ
ゆ
る
事
も
あ
り
し
か
と
さ
し
も
あ
た
め
き
め
な
れ
た
る
１
オ
う
ち
つ
け
の
す
き


し
さ
な
と
は
こ
の
ま
し
か
ら
ぬ
御
ほ
ん
上
に
て
ま
れ
に
は
あ
な
か
ち
に
ひ
き
た
か
へ
心
つ
く
し
な
る
事
を
御
心
に
お
ほ
し
と
ゝ
む
る
く
せ
な
む
あ
や
に
く
に
て
さ
る
ま
し
き
御
ふ
る
ま
ひ
も
う
ち
ま
し
り
け
る
な
か
雨
は
れ
ま
な
き
こ
ろ
う
ち
の
御
物
い
み
さ
し
つ
ゝ
き
て
い
と
ゝ
な
か
ゐ
さ
ふ
ら
ひ
給
を
お
ほ
い
と
の
に
は
お
ほ
つ
か
な
く
う
ら
め
し
と
お
ほ
し
た
れ
と
よ
ろ
つ
の
御
よ
そ
ひ
な
に
く
れ
と
め
つ
ら
し
き
さ
ま
に
て
う
し
出
給
つ
ゝ
御
む
す
こ
の
君
た
ち
た
ゝ
こ
の
御
と
の
ゐ
所
の
宮
つ
か
へ
を
つ
と
め
た
ま
ふ
宮
は
ら
の
中
将
は
な
か
に
し
た
し
く
な
れ
き
こ
え
た
ま
ひ
て
あ
そ
ひ
た
は
ふ
れ
を
も
人
よ
り
は
心
や
１
ウ
す
く
な
れ


し
く
ふ
る
ま
ひ
た
り
右
の
お
と
ゝ
の
い
た
は
り
か
し
つ
き
た
ま
ふ
す
み
か
は
こ
の
君
も
い
と
物
う
く
し
て
す
き
か
ま
し
き
あ
た
人
な
り
さ
と
に
て
も
我
方
の
し
つ
ら
ひ
ま
は
ゆ
く
し
て
君
の
出
入
し
給
に
う
ち
つ
れ
き
こ
え
給
つ
ゝ
よ
る
ひ
る
か
く
も
む
を
も
あ
そ
ひ
を
も
も
ろ
と
も
に
し
て
お
さ


た
ち
を
く
れ
す
い
つ
く
に
て
も
ま
つ
は
れ
き
こ
え
た
ま
ふ
ほ
と
に
を
の
つ
か
ら
か
し
こ
ま
り
も
を
か
す
心
の
う
ち
に
お
も
ふ
事
を
も
か
く
し
あ
へ
す
な
ん
む
つ
れ
き
こ
え
給
け
る
つ
れ


と
ふ
り
く
ら
し
て
し
め
や
か
な
る
よ
ひ
の
雨
に
殿
上
に
も
お
さ


人
す
く
な
に
御
と
の
ゐ
所
も
れ
い
よ
り
は
の
と
や
か
な
る
心
地
す
る
に
お
ほ
と
２
オ
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な
ふ
ら
ち
か
く
て
ふ
み
と
も
な
と
見
給
ち
か
き
み
つ
し
な
る
色


の
か
み
な
る
ふ
み
と
も
を
ひ
き
い
て
ゝ
中
将
わ
り
な
く
ゆ
か
し
か
れ
は
さ
り
ぬ
へ
き
す
こ
し
は
み
せ
む
か
た
は
な
る
へ
き
も
こ
そ
と
ゆ
る
し
給
は
ね
は
そ
の
う
ち
と
け
て
か
た
は
ら
い
た
し
と
お
ほ
さ
れ
む
こ
そ
ゆ
か
し
け
れ
を
し
な
へ
た
る
お
ほ
か
た
の
は
か
す
な
ら
ね
と
ほ
と


に
つ
け
て
か
き
か
は
し
つ
ゝ
も
見
侍
な
む
を
の
か
し
ゝ
う
ら
め
し
き
お
り


ま
ち
か
ほ
な
ら
む
夕
暮
な
と
の
こ
そ
見
所
は
あ
ら
め
と
え
む
す
れ
は
や
む
こ
と
な
く
せ
ち
に
か
く
し
給
へ
き
な
と
は
か
や
う
に
お
ほ
そ
う
な
る
み
つ
し
な
と
に
う
ち
を
き
ち
ら
し
給
へ
く
も
あ
ら
す
ふ
か
く
と
り
２
ウ
を
き
給
へ
か
め
れ
は
こ
れ
は
二
の
ま
ち
の
心
や
す
き
な
る
へ
し
か
た
は
し
つ
ゝ
み
る
に
よ
く
さ
ま


な
る
物
と
も
こ
そ
侍
け
れ
と
て
心
あ
て
に
そ
れ
か
か
れ
か
な
と
と
ふ
な
か
に
い
ひ
あ
つ
る
も
あ
り
も
て
は
な
れ
た
る
こ
と
を
も
お
も
ひ
よ
せ
て
う
た
か
ふ
も
お
か
し
と
お
ほ
せ
と
こ
と
す
く
な
に
て
と
か
く
ま
き
ら
は
し
つ
ゝ
と
り
か
く
し
給
つ
そ
こ
に
こ
そ
お
ほ
く
つ
と
へ
給
ら
め
す
こ
し
み
は
や
さ
て
な
む
こ
の
つ
し
も
心
よ
く
ひ
ら
く
へ
き
と
の
給
へ
は
御
ら
む
し
所
あ
ら
む
こ
そ
か
た
く
侍
ら
め
な
と
き
こ
え
給
つ
ゐ
て
に
女
の
こ
れ
は
し
も
と
な
む
つ
く
ま
し
き
は
か
た
く
も
あ
る
か
な
と
や
う


な
む
み
給
し
る
た
ゝ
う
は
へ
は
か
り
の
な
さ
け
に
て
は
し
り
３
オ
か
き
お
り
ふ
し
の
い
ら
へ
心
え
て
う
ち
し
な
と
は
か
り
は
す
い
ふ
ん
に
よ
ろ
し
き
も
お
ほ
か
り
と
み
給
ふ
れ
と
そ
も
ま
こ
と
に
そ
の
か
た
を
と
り
い
て
む
え
ら
ひ
に
か
な
ら
す
も
る
ま
し
き
は
い
と
か
た
し
や
我
心
え
た
る
事
は
か
り
を
ゝ
の
か
し
ゝ
心
を
や
り
て
人
を
は
お
と
し
め
な
と
か
た
は
ら
い
た
き
事
お
ほ
か
り
お
や
な
と
た
ち
そ
ひ
も
て
あ
か
め
て
お
ひ
さ
き
こ
も
れ
る
ま
と
の
う
ち
な
る
ほ
と
は
た
ゝ
か
た
か
と
を
き
ゝ
つ
た
へ
て
心
を
う
こ
か
す
こ
と
も
あ
め
り
か
た
ち
お
か
し
く
う
ち
お
ほ
と
き
わ
か
や
か
に
て
ま
き
る
ゝ
事
も
あ
る
に
を
の
つ
か
ら
ひ
と
つ
ゆ
へ
つ
け
て
し
い
つ
る
事
も
あ
り
み
る
人
を
く
れ
た
る
か
た
を
は
い
ひ
か
く
し
さ
て
３
ウ
あ
り
ぬ
へ
き
か
た
を
は
つ
く
ろ
ひ
て
ま
ね
ひ
い
た
す
に
そ
れ
し
か
あ
ら
し
と
そ
ら
に
い
か
ゝ
は
を
し
は
か
り
お
も
ひ
く
た
さ
む
ま
こ
と
か
と
み
も
て
ゆ
く
に
み
を
と
り
せ
ぬ
や
う
は
な
く
な
む
あ
る
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へ
き
と
う
め
き
た
る
け
し
き
も
は
つ
か
し
け
な
れ
は
い
と
な
へ
て
は
あ
ら
ね
と
我
も
お
ほ
し
あ
は
す
る
こ
と
や
あ
ら
む
う
ち
ほ
ゝ
ゑ
み
て
そ
の
か
た
か
と
も
な
き
人
は
あ
ら
む
や
と
の
た
ま
へ
は
い
と
さ
は
か
り
な
ら
む
あ
た
り
に
は
た
れ
か
は
す
か
さ
れ
よ
り
侍
ら
む
と
る
か
た
な
く
く
ち
お
し
き
ゝ
は
と
い
ふ
な
り
と
お
ほ
ゆ
は
か
り
す
く
れ
た
る
と
は
か
す
ひ
と
し
く
こ
そ
侍
ら
め
人
の
し
な
た
か
く
む
ま
れ
ぬ
れ
は
人
に
も
て
か
し
つ
か
れ
て
か
く
る
ゝ
事
お
ほ
く
し
ね
ん
に
そ
の
け
は
ひ
こ
４
オ
よ
な
か
る
へ
し
中
の
し
な
に
な
む
人
の
心


を
の
か
し
ゝ
の
た
て
た
る
お
も
む
き
も
み
え
て
わ
か
る
へ
き
こ
と
か
た


お
ほ
か
る
へ
き
し
も
の
き
さ
み
と
い
ふ
き
は
に
な
れ
は
こ
と
に
み
ゝ
た
ゝ
す
か
し
と
て
い
と
く
ま
な
け
な
る
け
し
き
な
る
も
ゆ
か
し
く
て
そ
の
し
な


や
い
か
に
い
つ
れ
を
三
の
し
な
に
お
き
て
か
わ
く
へ
き
も
と
の
し
な
た
か
く
む
ま
れ
な
か
ら
身
は
し
つ
み
く
ら
ゐ
み
し
か
く
て
人
け
な
き
又
な
を
人
の
か
む
た
ち
め
な
と
ま
て
な
り
の
ほ
り
た
る
我
は
か
ほ
に
て
い
ゑ
の
う
ち
を
か
さ
り
人
に
を
と
ら
し
と
お
も
へ
る
そ
の
け
ち
め
を
は
い
か
ゝ
わ
く
へ
き
と
ゝ
ひ
給
ふ
ほ
と
に
左
の
馬
の
か
み
藤
式
部
の
せ
う
御
物
忌
に
こ
も
ら
４
ウ
む
と
て
ま
い
れ
り
世
の
す
き
も
の
に
て
も
の
よ
く
い
ひ
と
を
れ
る
を
中
将
ま
ち
と
り
て
こ
の
し
な


を
わ
き
ま
へ
さ
た
め
あ
ら
そ
ふ
い
と
き
ゝ
に
く
き
こ
と
お
ほ
か
り
な
り
の
ほ
れ
と
も
も
と
よ
り
さ
る
へ
き
す
ち
な
ら
ぬ
は
世
の
人
の
お
も
へ
る
事
も
さ
は
い
へ
と
な
を
こ
と
な
り
又
も
と
は
や
む
こ
と
な
き
す
ち
な
れ
と
世
に
ふ
る
た
つ
き
す
く
な
く
時
世
う
つ
ろ
ひ
て
お
ほ
え
を
と
ろ
へ
ぬ
れ
は
心
は
心
と
し
て
こ
と
た
ら
す
わ
ろ
ひ
た
る
事
と
も
い
て
く
る
わ
さ
な
め
れ
は
と
り


に
こ
と
は
り
て
中
の
し
な
に
そ
を
く
へ
き
す
り
や
う
と
い
ひ
て
人
の
く
に
の
こ
と
に
か
ゝ
つ
ら
ひ
い
と
な
み
て
し
な
さ
た
ま
り
た
る
中
に
も
又
き
さ
み


あ
り
て
中
の
し
な
の
け
５
オ
し
う
は
あ
ら
ぬ
え
り
い
て
つ
へ
き
こ
ろ
ほ
ひ
な
り
な
ま


の
か
ん
た
ち
め
よ
り
も
非
参
議
の
四
位
と
も
の
世
の
お
ほ
え
く
ち
お
し
か
ら
す
も
と
の
ね
さ
し
い
や
し
か
ら
ぬ
か
や
す
ら
か
に
身
を
も
て
な
し
ふ
る
ま
ひ
た
る
い
と
か
は
ら
か
な
り
や
い
ゑ
の
う
ち
に
た
ら
ぬ
事
な
と
は
た
な
か
め
る
ま
ゝ
に
は
ふ
か
す
ま
は
ゆ
き
ま
て
も
て
か
し
つ
け
る
む
す
め
な
と
の
お
と
し
め
か
た
く
お
ひ
い
つ
る
も
あ
ま
た
あ
る
44
へ
し
宮
つ
か
へ
に
い
て
た
ち
て
お
も
ひ
か
け
ぬ
さ
い
は
ひ
と
り
い
つ
る
た
め
し
と
も
お
ほ
か
るり
か
し
な
と
い
へ
は
す
へ
て
に
き
は
ゝ
し
き
に
よ
る
へ
き
な
む
や
と
て
わ
ら
ひ
給
を
こ
と
人
の
い
は
む
や
う
に
心
え
す
お
ほ
せ
ら
る
と
て
中
将
に
く
む
も
と
の
し
な
時
代
の
５
ウ
お
ほ
え
う
ち
あ
ひ
や
む
こ
と
な
き
あ
た
り
の
う
ち


の
も
て
な
し
け
は
ひ
を
く
れ
た
ら
む
は
さ
ら
に
も
い
は
す
な
に
を
し
て
か
く
お
ひ
い
て
け
む
と
い
ふ
か
ひ
な
く
お
ほ
ゆ
へ
し
う
ち
あ
ひ
て
す
く
れ
た
ら
む
も
こ
と
は
り
こ
れ
こ
そ
は
さ
る
へ
き
こ
と
ゝ
お
ほ
え
て
め
つ
ら
か
な
る
こ
と
ゝ
心
も
お
と
ろ
く
ま
し
な
に
か
し
か
を
よ
ふ
へ
き
ほ
と
な
ら
ね
は
か
み
か
か
み
は
う
ち
を
き
侍
ぬ
さ
て
よ
に
あ
り
と
人
に
し
ら
れ
す
さ
ひ
し
く
あ
は
れ
た
ら
む
む
く
ら
の
か
と
に
お
も
ひ
の
ほ
か
に
ら
う
た
け
な
ら
む
人
の
と
ち
ら
れ
た
ら
む
こ
そ
か
き
り
な
く
め
つ
ら
し
く
は
お
ほ
え
め
い
か
て
は
た
か
ゝ
り
け
ん
と
思
よ
り
た
か
へ
る
こ
と
な
む
あ
や
し
く
心
と
ま
る
わ
さ
な
り
６
オ
ち
ゝ
の
と
し
お
い
物
む
つ
か
し
け
に
ふ
と
り
す
き
せ
う
と
の
か
ほ
に
く
け
に
お
も
ひ
や
り
こ
と
な
る
こ
と
な
き
ね
や
の
う
ち
に
い
と
い
た
く
お
も
ひ
あ
か
り
は
か
な
く
し
い
て
た
る
こ
と
わ
さ
も
ゆ
へ
な
か
ら
す
み
え
た
ら
む
か
た
か
と
に
て
も
い
か
ゝ
お
も
ひ
の
ほ
か
に
お
か
し
か
ら
さ
ら
む
す
く
れ
て
き
す
な
き
か
た
の
え
ら
ひ
に
こ
そ
を
よ
は
さ
ら
め
さ
る
か
た
に
て
す
て
か
た
き
物
を
は
と
て
式
部
を
み
や
れ
は
我
い
も
う
と
ゝ
も
の
よ
ろ
し
き
ゝ
こ
え
あ
る
を
思
て
の
給
ふ
に
と
や
心
う
ら
む
も
の
も
い
は
す
い
て
や
か
み
の
し
な
と
思
に
た
に
か
た
け
な
る
世
を
と
君
は
お
ほ
す
へ
し
し
ろ
き
御
そ
と
も
の
な
よ
ゝ
６
ウ
か
な
る
に
な
を
し
は
か
り
を
し
と
け
な
く
き
な
し
給
て
ひ
も
な
と
も
う
ち
す
て
ゝ
そ
ひ
ふ
し
給
へ
る
御
ほ
か
け
い
と
め
て
た
く
女
に
て
み
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
こ
の
御
た
め
に
は
か
み
か
か
み
を
え
り
い
て
ゝ
も
な
を
あ
く
ま
し
く
見
え
た
ま
ふ
さ
ま


の
人
の
う
へ
と
も
を
か
た
り
あ
は
せ
つ
ゝ
お
ほ
か
た
の
世
に
つ
け
て
み
る
に
は
と
か
な
き
も
わ
か
も
の
と
う
ち
た
の
む
へ
き
を
え
ら
む
に
お
ほ
か
る
中
に
も
え
な
む
お
も
ひ
さ
た
む
ま
し
か
り
け
る
を
の
こ
の
お
ほ
や
け
に
つ
か
う
ま
つ
り
は
か


し
き
世
の
か
た
め
と
な
る
へ
き
も
ま
こ
と
の
う
つ
は
物
と
な
る
へ
き
を
と
45
り
い
た
さ
む
に
は
か
た
か
る
へ
し
か
し
さ
れ
と
か
し
こ
し
と
て
も
７
オ
ひ
と
り
ふ
た
り
世
中
を
ま
つ
り
こ
ち
し
る
へ
き
な
ら
ね
は
か
み
は
し
も
に
た
す
け
ら
れ
し
も
は
か
み
に
な
ひ
き
て
事
ひ
ろ
き
に
ゆ
つ
ろ
ふ
ら
む
せ
は
き
家
の
う
ち
の
あ
る
し
と
す
へ
き
人
ひ
と
り
を
お
も
ひ
め
く
ら
す
に
た
ら
は
て
あ
し
か
る
へ
き
大
事
と
も
な
む
か
た


お
ほ
か
る
と
あ
れ
は
か
ゝ
り
あ
ふ
さ
き
る
さ
に
て
な
の
め
に
さ
て
も
あ
り
ぬ
へ
き
人
の
す
く
な
き
を
す
き


し
き
心
の
す
さ
ひ
に
て
人
の
あ
り
さ
ま
を
あ
ま
た
見
あ
は
せ
む
の
こ
の
み
な
ら
ね
と
ひ
と
へ
に
お
も
ひ
さ
た
む
へ
き
よ
る
へ
と
す
は
か
り
に
お
な
し
く
は
我
ち
か
ら
い
り
を
し
な
を
し
ひ
き
つ
く
ろ
ふ
へ
き
所
な
く
心
に
か
な
ふ
や
う
もにイ
や
と
７
ウ
え
り
そ
め
つ
る
人
の
さ
た
ま
り
か
た
き
な
る
へ
し
か
な
ら
す
し
も
わ
か
お
も
ふ
に
か
な
は
ね
と
み
そ
め
つ
る
ち
き
り
は
か
り
を
す
て
か
た
く
思
と
ま
る
人
は
物
ま
め
や
か
な
り
と
見
え
さ
て
た
も
た
る
ゝ
女
の
た
め
も
心
に
く
ゝ
を
し
は
か
ら
る
ゝ
な
り
さ
れ
と
な
に
か
世
の
あ
り
さ
ま
を
見
給
へ
あ
つ
む
る
ま
ゝ
に
心
に
を
よ
は
す
い
と
ゆ
か
し
き
も
な
し
や
君
た
ち
の
か
み
な
き
御
え
ら
ひ
に
は
ま
し
て
い
か
は
か
り
の
人
か
は
た
く
ひ
給
は
む
か
た
ち
き
た
な
け
な
く
わ
か
や
か
な
る
ほ
と
の
を
の
か
し
ゝ
は
ち
り
も
つ
か
し
と
身
を
も
て
な
し
文
を
か
け
と
お
ほ
と
か
に
こ
と
え
り
を
し
す
み
つ
き
ほ
の
か
に
心
も
と
な
く
お
も
は
せ
つ
ゝ
８
オ
又
さ
や
か
に
も
み
て
し
か
な
と
す
へ
な
く
ま
た
せ
わ
つ
か
な
る
こ
ゑ
き
く
は
か
り
い
ひ
よ
れ
と
い
き
の
し
た
に
ひ
き
い
れ
こ
と
す
く
な
ゝ
る
か
い
と
よ
く
も
て
か
く
す
な
り
け
り
な
よ
ひ
か
に
女
し
と
み
れ
は
あ
ま
り
な
さ
け
に
ひ
き
こ
め
ら
れ
て
と
り
な
せ
は
あ
た
め
く
こ
れ
を
は
し
め
の
な
む
と
す
へ
し
こ
と
か
中
に
な
の
め
な
る
ま
し
き
人
の
う
し
ろ
み
の
か
た
は
物
の
あ
は
れ
し
り
す
く
し
は
か
な
き
つ
ゐ
て
の
な
さ
け
あ
り
お
か
し
き
に
す
ゝ
め
る
方
な
く
て
も
よ
か
る
へ
し
と
み
え
た
る
に
ま
た
ま
め


し
き
す
ち
を
た
て
ゝ
み
ゝ
は
さ
み
か
ち
に
ひ
さ
う
な
き
い
ゑ
と
う
し
の
ひ
と
へ
に
う
ち
と
け
た
る
う
８
ウ
し
ろ
み
は
か
り
を
し
て
あ
さ
ゆ
ふ
の
い
て
い
り
に
つ
け
て
も
お
ほ
46
や
け
わ
た
く
し
の
人
の
た
ゝ
す
ま
ひ
よ
き
あ
し
き
事
の
め
に
も
み
ゝ
に
も
と
ま
る
あ
り
さ
ま
を
う
と
き
人
に
わ
さ
と
う
ち
ま
ね
は
む
や
は
ち
か
く
て
み
む
人
の
き
ゝ
わ
き
お
も
ひ
し
る
へ
か
ら
ん
に
か
た
り
も
あ
は
せ
は
や
と
う
ち
も
ゑ
ま
れ
な
み
た
も
さ
し
く
み
も
し
は
あ
や
な
き
お
ほ
や
け
は
ら
た
ゝ
し
く
心
ひ
と
つ
に
お
も
ひ
あ
ま
る
こ
と
な
と
お
ほ
か
る
を
な
に
ゝ
か
は
き
か
せ
ん
と
お
も
へ
は
う
ち
そ
む
か
れ
て
人
し
れ
ぬ
思
い
て
わ
ら
ひ
も
せ
ら
れ
あ
は
れ
と
も
う
ち
ひ
と
り
こ
た
る
ゝ
に
な
に
事
そ
な
と
あ
は
つ
か
に
さ
し
あ
ふ
き
ゐ
た
ら
９
オ
む
は
い
か
ゝ
は
く
ち
お
し
か
ら
ぬ
た
ゝ
ひ
た
ふ
る
に
こ
め
き
て
や
は
ら
か
な
ら
む
人
を
と
か
く
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
は
な
と
か
み
さ
ら
ん
心
も
と
な
く
と
も
な
を
し
と
こ
ろ
あ
る
心
ち
す
へ
し
け
に
さ
し
む
か
ひ
て
み
む
ほ
と
は
さ
て
も
ら
う
た
き
か
た
に
つ
み
ゆ
る
し
み
る
へ
き
を
た
ち
は
な
れ
て
は
さ
る
へ
き
こ
と
を
も
い
ひ
や
り
お
り
ふ
し
に
し
い
て
む
わ
さ
の
あ
た
こ
と
に
も
ま
め
こ
と
に
も
我
心
と
思
う
る
事
な
く
ふ
か
き
い
た
り
な
か
ら
ん
は
い
と
く
ち
お
し
く
た
の
も
し
け
な
き
と
か
や
猶
く
る
し
か
ら
む
つ
ね
は
す
こ
し
そ
は


し
く
心
つ
き
な
き
人
の
お
り
ふ
し
に
つ
け
て
い
て
は
へ
す
る
や
う
も
あ
り
９
ウ
か
し
な
と
く
ま
な
き
も
の
い
ひ
も
さ
た
め
か
ね
て
い
た
く
う
ち
な
け
く
い
ま
は
た
ゝ
し
な
に
も
よ
ら
し
か
た
ち
を
は
さ
ら
に
も
い
は
す
い
と
く
ち
お
し
く
ね
ち
け
か
ま
し
き
お
ほ
え
た
に
な
く
は
た
ゝ
ひ
と
へ
に
物
ま
め
や
か
に
し
つ
か
な
る
心
の
お
も
む
き
な
ら
む
よ
る
へ
を
そ
つ
ゐ
の
た
の
み
所
に
は
お
も
ひ
を
く
へ
か
り
け
る
あ
ま
り
の
ゆ
へ
よ
し
心
は
せ
う
ち
そ
へ
た
ら
む
を
は
よ
ろ
こ
ひ
に
お
も
ひ
す
こ
し
を
く
れ
た
る
か
た
あ
ら
む
を
も
あ
な
か
ち
に
も
と
め
く
は
へ
し
う
し
ろ
や
す
く
の
と
け
き
所
た
に
つ
よ
く
は
う
は
へ
の
な
さ
け
は
を
の
つ
か
ら
も
て
つ
け
つ
へ
き
わ
さ
を
や
え
ん
に
物
は
ち
し
て
う
ら
み
い
ふ
へ
き
事
を
も
見
し
ら
ぬ
さ
ま
に
し
の
ひ
10
オ
て
う
へ
は
つ
れ
な
く
み
さ
ほ
つ
く
り
心
ひ
と
つ
に
お
も
ひ
あ
ま
る
時
は
い
は
む
方
な
く
す
こ
き
こ
と
の
葉
あ
は
れ
な
る
う
た
を
よ
み
を
き
し
の
は
る
へ
き
か
た
み
を
と
ゝ
め
て
ふ
か
き
山
里
の
世
は
な
れ
た
る
う
み
つ
ら
な
と
に
は
ひ
か
く
れ
ぬ
か
し
47
わ
ら
は
に
侍
し
時
女
房
な
と
の
物
か
た
り
よ
み
し
を
き
ゝ
て
い
と
あ
は
れ
に
か
な
し
く
こ
ゝ
ろ
ふ
か
き
事
か
な
と
な
み
た
さ
へ
な
む
お
と
し
侍
し
い
ま
お
も
ふ
に
は
い
と
か
る


し
く
こ
と
さ
ら
ひ
た
る
事
な
り
心
さ
し
ふ
か
ゝ
ら
ん
お
と
こ
を
ゝ
き
て
み
る
め
の
ま
へ
に
つ
ら
き
事
あ
り
と
も
人
の
心
を
み
し
ら
ぬ
や
う
に
に
け
か
く
れ
て
人
を
ま
と
は
し
心
を
み
む
と
す
る
ほ
と
に
10
ウ
な
か
き
世
の
物
お
も
ひ
に
な
る
い
と
あ
ち
き
な
き
事
な
り
心
ふ
か
し
や
な
と
ほ
め
た
て
ら
れ
て
あ
は
れ
す
ゝ
み
ぬ
れ
は
や
か
て
あ
ま
に
な
り
ぬ
か
し
思
た
つ
ほ
と
は
い
と
心
す
め
る
や
う
に
て
よ
に
か
へ
り
み
す
へ
く
も
お
も
へ
ら
す
い
て
あ
な
か
な
し
か
く
は
た
お
ほ
し
な
り
に
け
る
よ
な
と
や
う
に
あ
ひ
し
れ
る
人
き
と
ふ
ら
ひ
ひ
た
す
ら
に
う
し
と
も
お
も
ひ
は
な
れ
ぬ
お
と
こ
き
ゝ
つ
け
て
な
み
た
お
と
せ
は
つ
か
ふ
人
ふ
る
こ
た
ち
な
と
君
の
御
心
は
あ
は
れ
な
り
け
る
物
を
あ
た
ら
御
身
を
な
と
い
ふ
み
つ
か
ら
ひ
た
ひ
か
み
を
か
き
さ
く
り
て
あ
へ
な
く
心
ほ
そ
け
れ
は
う
ち
ひ
そ
み
ぬ
か
し
し
の
ふ
れ
と
な
み
た
こ
ほ
れ
ぬ
れ
は
お
り
11
オ
お
り
こ
と
に
え
ね
ん
し
え
す
く
や
し
き
事
も
お
ほ
か
め
る
に
仏
も
な
か


心
き
た
な
し
と
見
給
ひ
つ
へ
し
に
こ
り
に
し
め
る
ほ
と
よ
り
も
な
ま
う
か
ひ
に
て
は
か
へ
り
て
あ
し
き
道
に
も
た
ゝ
よ
ひ
ぬ
へ
く
そ
お
ほ
ゆ
る
た
え
ぬ
す
く
せ
あ
さ
か
ら
て
あ
ま
に
も
な
さ
て
た
つ
ね
と
り
た
ら
む
も
や
か
て
あ
ひ
そ
ひ
て
と
あ
ら
む
お
り
も
か
ゝ
ら
む
き
さ
み
を
も
み
す
く
し
た
ら
む
中
こ
そ
ち
き
り
ふ
か
く
あ
は
れ
な
ら
め
わ
れ
も
人
も
う
し
ろ
め
た
く
心
を
か
れ
し
や
は
又
な
の
め
に
う
つ
ろ
ふ
か
た
あ
ら
む
人
を
う
ら
み
て
け
し
き
は
み
そ
む
か
ん
は
た
を
こ
か
ま
し
か
り
な
む
心
は
う
つ
ろ
ふ
か
た
あ
り
と
も
み
そ
め
し
心
さ
し
い
と
お
し
く
お
も
は
ゝ
さ
る
か
た
の
よ
す
か
に
お
も11
ウ
ひ
て
も
あ
り
ぬ
へ
き
に
さ
や
う
な
ら
む
た
ち
ろ
き
に
た
へ
ぬ
へ
き
わ
さ
な
り
す
へ
て
よ
ろ
つ
の
こ
と
な
た
ら
か
に
ゑ
ん
す
へ
き
事
を
は
見
し
れ
る
さ
ま
に
ほ
の
め
か
し
う
ら
む
へ
か
ら
む
ふ
し
を
も
に
く
か
ら
す
か
す
め
な
さ
は
そ
れ
に
つ
け
て
あ
は
れ
も
ま
さ
り
ぬ
へ
し
お
ほ
く
は
わ
か
心
も
見
る
人
か
ら
お
さ
ま
り
も
す
へ
し
あ
ま
り
む
け
に
う
ち
ゆ
る
へ
見
は
な
ち
た
る
も
心
や
す
く
ら
う
た
き
や
う
な
れ
と
を
の
つ
か
ら
か
ろ
き
か
た
に
そ
お
ほ
え
侍
か
し
つ
な
か
ぬ
48
舟
の
う
き
た
る
た
め
し
も
け
に
あ
や
な
し
さ
は
侍
ら
ぬ
か
と
い
へ
は
中
将
う
な
つ
く
さ
し
あ
た
り
て
お
か
し
と
も
あ
は
れ
と
も
心
に
い
ら
ん
人
の
た
の
も
し
け
な
き
う
た
か
ひ
あ
ら
む
こ
そ
大
12
オ
事
な
る
へ
け
れ
わ
か
心
あ
や
ま
ち
な
く
て
み
す
く
さ
は
さ
し
な
を
し
て
も
な
と
か
見
さ
ら
む
と
お
ほ
え
た
れ
と
そ
れ
さ
し
も
あ
ら
し
と
も
か
く
も
た
か
ふ
へ
き
ふ
し
あ
ら
む
を
の
と
や
か
に
見
し
の
は
む
よ
り
ほ
か
に
ま
す
事
あ
る
ま
し
か
り
け
り
と
い
ひ
て
わ
か
い
も
う
と
の
ひ
め
君
は
こ
の
さ
た
め
に
か
な
ひ
給
へ
り
と
お
も
へ
は
き
み
の
う
ち
ね
ふ
り
て
こ
と
は
ま
せ
給
は
ぬ
を
さ
う


し
く
心
や
ま
し
と
お
も
ふ
む
ま
の
か
み
物
さ
た
め
の
は
か
せ
に
な
り
て
ひ
ゝ
ら
き
ゐ
た
り
中
将
は
こ
の
こ
と
は
り
き
ゝ
は
て
む
と
心
に
い
れ
て
あ
へ
し
ら
ひ
ゐ
給
へ
り
よ
ろ
つ
の
こ
と
に
よ
そ
へ
て
お
ほ
せ
木
の
道
の
た
く
み
の
よ
ろ
つ
の
物
を
心
に
ま
か
せ
て
12
ウ
つ
く
り
い
た
す
も
り
む
し
の
も
て
あ
そ
ひ
も
の
ゝ
そ
の
物
と
あ
と
も
さ
た
ま
ら
ぬ
は
そ
は
つ
き
さ
れ
は
み
た
る
も
け
に
か
う
も
し
つ
へ
か
り
け
り
と
時
に
つ
け
つ
ゝ
さ
ま
を
か
へ
て
い
ま
め
か
し
き
に
め
う
つ
り
て
お
か
し
き
も
あ
り
大
事
と
し
て
ま
こ
と
に
う
る
は
し
き
人
の
て
う
と
の
か
さ
り
と
す
る
さ
た
ま
れ
る
や
う
あ
る
も
の
を
な
む
な
く
し
い
つ
る
事
猶
ま
こ
と
の
物
の
上
す
は
さ
ま
こ
と
に
見
え
わ
か
れ
侍
又
ゑ
所
に
し
や
う
す
お
ほ
か
れ
と
す
み
か
き
に
え
ら
は
れ
て
つ
き


に
さ
ら
に
を
と
り
ま
さ
る
け
ち
め
ふ
と
し
も
見
え
わ
か
れ
す
か
ゝ
れ
と
人
の
み
を
よ
は
ぬ
ほ
う
ら
い
の
山
あ
ら
海
の
い
か
れ
る
い
を
の
す
か
た
か
ら
国
の
は
け
し
き
け
た
も
の17
オ
の
か
た
ち
め
に
見
え
ぬ
を
に
の
か
ほ
な
と
の
お
と
ろ


し
く
つ
く
り
た
る
物
は
心
に
ま
か
せ
て
ひ
と
き
は
め
を
と
ろ
か
し
て
し
ち
に
は
に
さ
ら
め
と
さ
て
あ
り
ぬ
へ
し
よ
の
つ
ね
の
山
の
た
ゝ
す
ま
ゐ
み
つ
の
な
か
れ
め
に
ち
か
き
人
の
い
ゑ
ゐ
あ
り
さ
ま
け
に
と
み
え
な
つ
か
し
く
や
は
ら
ひ
た
る
か
た
な
と
を
し
つ
か
に
か
き
ま
せ
て
す
く
よ
か
な
ら
ぬ
山
の
け
し
き
木
ふ
か
く
よ
は
な
れ
て
た
ゝ
み
な
し
け
ち
か
き
ま
か
き
の
中
を
は
そ
の
心
し
ら
い
を
き
て
な
と
を
な
む
上
す
は
い
と
い
き
ほ
ひ
こ
と
に
わ
る
も
の
は
を
よ
は
ぬ
所
お
ほ
か
め
る
て
を
か
き
た
る
に
も
ふ
か
き
こ
と
は
な
く
て
こ
ゝ
か
し
こ
の
て
む
な
か
に
は
し
り
か
き
そ
こ
は
か
と
49
17
ウ
な
く
け
し
き
は
め
る
は
う
ち
見
る
に
か
と


し
く
け
し
き
た
ち
た
れ
と
な
を
ま
こ
と
の
す
ち
を
こ
ま
や
か
に
か
き
た
る
は
う
は
へ
の
ふ
て
き
え
て
み
ゆ
れ
と
い
ま
ひ
と
た
ひ
と
り
な
ら
へ
て
見
れ
は
猶
し
ち
に
な
む
よ
り
け
る
は
か
な
き
事
た
に
か
く
こ
そ
侍
れ
ま
し
て
人
の
心
の
と
き
に
あ
た
り
て
け
し
き
は
め
ら
む
見
る
め
の
な
さ
け
を
は
え
た
の
む
ま
し
く
お
も
ふ
給
へ
え
て
侍
る
そ
の
は
し
め
の
事
す
き


し
く
と
も
申
侍
ら
む
と
て
ち
か
く
ゐ
よ
れ
は
君
も
め
さ
ま
し
給
ふ
中
将
い
み
し
く
し
む
し
て
つ
ら
つ
ゑ
を
つ
き
て
む
か
ひ
ゐ
給
へ
り
の
り
の
師
の
世
の
こ
と
は
り
と
き
ゝ
か
せ
む
所
の
心
18
オ
地
す
る
も
か
つ
は
お
か
し
け
れ
と
か
ゝ
る
つ
い
て
は
を
の


の
む
つ
こ
と
も
え
し
の
ひ
と
ゝ
め
す
な
む
あ
り
け
る
は
や
う
ま
た
い
と
け
ら
う
に
侍
し
時
あ
は
れ
と
お
も
ふ
人
侍
き
ゝ
こ
え
さ
せ
つ
る
や
う
に
か
た
ち
な
と
い
と
ま
ほ
に
も
侍
ら
さ
り
し
か
は
わ
か
き
ほ
と
の
す
き
心
ち
に
は
こ
の
人
を
と
ま
り
に
と
も
お
も
ひ
と
ゝ
め
侍
ら
す
よ
る
へ
と
は
お
も
ひ
な
か
ら
さ
う


し
く
て
と
か
く
ま
き
れ
侍
し
を
も
の
ゑ
ん
し
を
い
た
く
し
侍
し
か
は
心
つ
き
な
く
い
と
か
ゝ
ら
れ
お
い
ら
か
な
ら
ま
し
か
は
と
お
も
ひ
つ
ゝ
あ
ま
り
い
と
ゆ
る
し
な
く
う
た
か
ひ
侍
し
を
う
る
さ
く
て
か
く
か
す
な
ら
ぬ
身
を
み
も
は
な
た
て
な
と
か
く
し
も
18
ウ
お
も
ふ
ら
む
と
心
く
る
し
き
お
り


も
侍
て
し
ね
む
に
心
お
さ
め
ら
る
ゝ
や
う
に
な
む
侍
し
こ
の
女
の
あ
る
や
う
も
と
よ
り
お
も
ひ
い
た
ら
さ
り
け
る
こ
と
に
も
い
か
て
こ
の
人
の
た
め
に
は
と
な
き
て
を
い
た
し
を
く
れ
た
る
す
ち
の
心
を
も
な
を
く
ち
お
し
く
は
見
え
し
と
お
も
ひ
は
け
み
つ
ゝ
と
に
か
く
に
つ
き
て
物
ま
め
や
か
に
う
し
ろ
み
つ
ゆ
に
て
も
心
に
た
か
ふ
事
は
な
く
も
か
な
と
お
も
へ
り
し
ほ
と
に
す
ゝ
め
る
か
た
と
お
も
ひ
し
か
と
と
か
く
に
な
ひ
き
て
な
よ
ひ
ゆ
き
み
に
く
き
か
た
ち
を
も
こ
の
人
に
み
や
う
と
ま
れ
む
と
わ
り
な
く
お
も
ひ
つ
く
ろ
ひ
う
と
き
人
に
見
え
は
お
も
て
ふ
せ
に
や
見
え
む
と
は
ゝ
か
り
19
オ
は
ち
て
み
さ
ほ
に
も
て
つ
け
て
み
な
る
ゝ
ま
ゝ
に
心
も
け
し
う
は
あ
ら
す
侍
し
か
と
た
ゝ
こ
の
に
く
き
か
た
ひ
と
つ
な
む
心
50
お
さ
め
す
侍
し
そ
の
か
み
お
も
ひ
侍
し
や
う
か
う
あ
な
か
ち
に
し
た
か
ひ
お
ち
た
る
人
な
め
り
い
か
て
こ
る
は
か
り
の
わ
さ
し
て
お
と
し
て
こ
の
か
た
も
す
こ
し
よ
ろ
し
く
も
な
り
さ
か
な
さ
も
や
め
む
と
お
も
ひ
て
ま
こ
と
に
う
し
な
と
も
お
も
ひ
て
た
え
ぬ
へ
き
け
し
き
な
ら
は
か
は
か
り
我
に
し
た
か
ふ
こ
ゝ
ろ
な
ら
は
お
も
ひ
こ
り
な
む
と
お
も
ひ
給
て
こ
と
さ
ら
に
な
さ
け
な
く
つ
れ
な
き
さ
ま
を
見
せ
て
れ
い
の
は
ら
た
ち
ゑ
ん
す
る
を
か
く
お
そ
ま
し
く
は
い
み
し
き
ち
き
り
ふ
か
く
と
も
た
19
ウ
え
て
又
み
し
か
き
り
と
お
も
は
ゝ
か
く
わ
り
な
き
物
う
た
か
ひ
は
せ
よ
ゆ
く
さ
き
な
か
く
み
え
む
と
お
も
は
ゝ
つ
ら
き
事
あ
り
と
も
ね
む
し
て
な
の
め
に
お
も
ひ
な
り
て
か
ゝ
る
心
た
に
う
せ
な
は
い
と
あ
は
れ
と
な
む
お
も
ふ
へ
き
人
な
み


に
も
な
り
す
こ
し
お
と
な
ひ
む
に
そ
へ
て
又
な
ら
ふ
人
な
く
あ
る
へ
き
な
と
か
し
こ
く
を
し
へ
た
つ
る
か
な
と
お
も
ひ
給
て
我
た
け
く
い
ひ
そ
し
侍
に
す
こ
し
う
ち
わ
ら
ひ
て
よ
ろ
つ
に
見
た
て
な
く
も
の
け
な
き
ほ
と
を
み
す
く
し
て
人
か
す
な
る
世
も
や
と
ま
つ
か
た
は
の
と
か
に
お
も
ひ
な
さ
れ
て
心
や
ま
し
く
も
あ
ら
す
つ
ら
き
心
を
し
の
ひ
て
お
も
ひ
な
を
ら
む
お
20
オ
り
を
み
つ
け
む
年
月
を
か
さ
ね
む
あ
ひ
な
た
の
み
は
い
と
く
る
し
く
な
む
あ
る
へ
け
れ
は
か
た
み
に
そ
む
き
ぬ
へ
き
ゝ
さ
み
に
な
む
あ
る
と
ね
た
け
に
い
ふ
時
に
は
ら
た
ゝ
し
く
な
り
て
に
く
け
な
る
事
と
も
を
い
ひ
は
け
ま
し
侍
に
女
も
え
お
さ
め
ぬ
す
ち
に
て
お
よ
ひ
ひ
と
つ
を
ひ
き
よ
せ
て
く
い
て
侍
り
し
を
お
と
ろ


し
く
か
こ
ち
て
か
ゝ
る
き
す
さ
へ
つ
き
ぬ
れ
は
い
よ


ま
し
ら
ひ
を
す
へ
き
に
も
あ
ら
す
は
つ
か
し
め
給
め
る
つ
か
さ
位
い
と
ゝ
し
く
な
に
ゝ
つ
け
て
か
は
人
め
か
む
世
を
そ
む
き
ぬ
へ
き
身
な
め
り
な
と
い
ひ
お
と
し
て
さ
ら
は
け
ふ
こ
そ
は
か
き
り
な
め
れ
と
こ
の
を
よ
ひ
を
か
ゝ
20
ウ
め
て
ま
か
て
ぬ
手
を
お
り
て
あ
ひ
み
し
こ
と
を
か
そ
ふ
れ
は
こ
れ
ひ
と
つ
や
は
君
か
う
き
ふ
し
え
う
ら
み
し
な
と
い
ひ
侍
れ
は
さ
す
か
に
う
ち
な
け
き
て
う
き
ふ
し
を
心
ひ
と
つ
に
か
そ
へ
き
て
こ
や
君
か
て
51
を
わ
か
る
へ
き
お
り
な
と
い
ひ
し
ろ
ゐ
侍
し
か
と
ま
こ
と
に
は
か
は
る
へ
き
こ
と
ゝ
も
思
給
へ
す
な
か
ら
日
こ
ろ
ふ
る
ま
て
せ
う
そ
こ
も
つ
か
は
さ
す
あ
く
か
れ
ま
か
り
あ
り
く
に
り
む
し
の
ま
つ
り
の
て
う
か
く
に
夜
ふ
け
て
い
み
し
う
み
そ
れ
ふ
る
よ
こ
れ
か
れ
ま
か
り
あ
か
る
ゝ
所
に
て
お
も
ひ
め
く
ら
せ
は
13
オ
な
を
い
ゑ
ち
と
お
も
は
む
か
た
は
ま
た
な
か
り
け
り
う
ち
わ
た
り
の
た
ひ
ね
も
す
さ
ま
し
か
る
へ
く
け
し
き
は
め
る
あ
た
り
は
そ
ゝ
ろ
さ
む
く
や
と
お
も
ふ
給
へ
ら
れ
し
か
は
い
か
ゝ
お
も
へ
る
と
け
し
き
も
み
か
て
ら
雪
を
う
ち
は
ら
ひ
つ
ゝ
な
ま
人
わ
ろ
く
つ
め
く
は
る
れ
と
さ
り
と
も
こ
よ
ひ
日
こ
ろ
の
う
ら
み
は
と
け
な
む
と
思
給
へ
し
に
火
ほ
の
か
に
か
へ
に
そ
む
け
な
へ
た
る
き
ぬ
と
も
の
あ
つ
こ
え
た
る
お
ほ
い
な
る
こ
に
う
ち
か
け
て
ひ
き
あ
く
へ
き
も
の
ゝ
か
た
ひ
ら
な
と
う
ち
あ
け
て
こ
よ
ひ
は
か
り
や
と
ま
ち
け
る
さ
ま
な
り
さ
れ
は
よ
と
心
お
こ
り
す
る
に
さ
う
し
み
は
な
し
さ
る
へ
き
女
房
と
も
は
か
り
と
ま
13
ウ
り
て
お
や
の
家
に
こ
の
よ
さ
り
な
む
わ
た
り
ぬ
る
と
こ
た
へ
侍
り
え
む
な
る
歌
も
よ
ま
す
け
し
き
は
め
る
せ
う
そ
こ
も
せ
て
い
と
ひ
た
や
こ
も
り
に
な
さ
け
な
か
り
し
か
は
あ
へ
な
き
心
地
し
て
さ
か
な
く
ゆ
る
し
な
か
り
し
も
我
を
う
と
み
ね
と
思
か
た
の
心
や
あ
り
け
む
と
さ
し
も
見
給
へ
さ
り
し
こ
と
な
れ
と
心
や
ま
し
き
ま
ゝ
に
思
侍
し
に
き
る
へ
き
物
つ
ね
よ
り
も
心
と
ゝ
め
た
る
色
あ
ひ
し
さ
ま
い
と
あ
ら
ま
ほ
し
く
て
さ
す
か
に
わ
か
み
す
て
ゝ
む
の
ち
を
さ
へ
な
む
お
も
ひ
や
り
う
し
ろ
見
た
り
し
さ
り
と
も
た
え
て
お
も
ひ
は
な
つ
や
う
は
あ
ら
し
と
思
給
て
と
か
く
い
ひ
侍
し
を
そ
む
き
も
せ
す
た
つ
ね
ま
と
は
14
オ
さ
む
と
も
か
く
れ
し
の
ひ
す
か
ゝ
や
か
し
か
ら
す
い
ら
へ
つ
ゝ
た
ゝ
あ
り
し
な
か
ら
は
え
な
む
み
す
く
す
ま
し
き
あ
ら
た
め
て
の
と
か
に
お
も
ひ
な
ら
は
な
む
あ
ひ
見
る
へ
き
な
と
い
ひ
し
を
さ
り
と
も
え
お
も
ひ
は
な
れ
し
と
お
も
ひ
給
へ
し
か
は
し
は
し
こ
ら
さ
む
の
心
に
て
し
か
あ
ら
た
め
む
と
も
い
は
す
い
た
く
つ
な
ひ
き
て
み
せ
し
あ
ひ
た
に
い
と
い
た
く
お
も
ひ
な
け
き
て
は
か
な
く
な
り
侍
に
し
か
は
た
は
ふ
れ
に
く
ゝ
な
む
お
ほ
え
侍
し
ひ
と
へ
に
う
ち
た
の
み
た
ら
む
か
た
は
さ
は
か
り
に
て
あ
り
ぬ
へ
く
52
な
む
お
も
ひ
給
へ
出
ら
る
ゝ
は
か
な
き
あ
た
こ
と
を
も
ま
こ
と
の
大
事
を
も
い
ひ
あ
は
せ
た
る
に
か
ひ
な
か
ら
す
た
つ
た
14
ウ
ひ
め
と
い
は
む
に
も
つ
き
な
か
ら
す
た
な
は
た
の
手
に
も
を
と
る
ま
し
く
そ
の
か
た
も
く
し
て
う
る
さ
く
な
む
侍
し
と
て
い
と
あ
は
れ
と
思
い
て
た
り
中
将
た
な
は
た
の
た
ち
ぬ
ふ
か
た
を
の
と
め
て
な
か
き
契
に
そ
あ
え
ま
し
け
に
そ
の
た
つ
た
ひ
め
の
に
し
き
に
は
又
し
く
物
あ
ら
し
は
か
な
き
花
も
み
ち
と
い
ふ
も
お
り
ふ
し
の
色
あ
ひ
つ
き
な
く
は
か


し
か
ら
ぬ
は
露
の
は
へ
な
く
き
え
ぬ
る
わ
さ
な
り
さ
る
に
よ
り
か
た
き
世
と
は
さ
た
め
か
ね
た
る
そ
や
と
い
ひ
は
や
し
給
ふ
さ
て
お
な
し
比
ま
か
り
か
よ
ひ
し
と
こ
ろ
は
人
も
た
ち
ま
さ
り
心
は
せ
ま
こ
と
に
ゆ
へ
あ
り
と
み
え
ぬ
へ
く
う
ち
よ
み
は
し
り
か
き
か
ひ
ゝ
く
つ
ま
15
オ
を
と
手
つ
き
く
ち
つ
き
み
な
た
と


し
か
ら
す
見
き
ゝ
わ
た
り
侍
き
み
る
め
も
こ
と
も
な
く
侍
し
か
は
こ
の
さ
か
な
物
を
う
ち
と
け
た
る
か
た
に
て
時


か
く
ろ
へ
み
侍
し
ほ
と
は
い
と
こ
よ
な
く
心
と
ま
り
侍
き
こ
の
人
う
せ
て
後
い
か
ゝ
は
せ
む
あ
は
れ
な
か
ら
も
す
き
ぬ
る
は
か
ひ
な
く
て
し
は


ま
か
り
な
る
る
に
は
す
こ
し
ま
は
ゆ
く
え
む
に
こ
の
ま
し
き
事
は
め
に
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
あ
る
に
う
ち
た
の
む
へ
く
は
み
え
す
か
れ
か
れ
に
の
み
み
せ
侍
る
ほ
と
に
し
の
ひ
て
心
か
は
せ
る
人
そ
あ
り
け
ら
し
神
な
月
の
こ
ろ
ほ
ひ
月
お
も
し
ろ
か
り
し
夜
う
ち
よ
り
ま
か
て
侍
に
あ
る
う
へ
人
き
あ
ひ
て
こ
の
車
15
ウ
に
あ
ひ
の
り
て
侍
れ
は
大
納
言
の
家
に
ま
か
り
と
ま
ら
む
と
す
る
に
こ
の
人
い
ふ
や
う
今
夜
人
ま
つ
ら
む
や
と
な
む
あ
や
し
く
心
く
る
し
き
と
て
こ
の
女
の
家
は
た
よ
き
ぬ
み
ち
な
り
け
れ
は
あ
れ
た
る
く
つ
れ
よ
り
池
の
水
か
け
み
え
て
月
た
に
や
と
る
す
み
か
を
す
き
む
も
さ
す
か
に
て
お
り
侍
ぬ
か
し
も
と
よ
り
さ
る
心
を
か
は
せ
る
に
や
あ
り
け
む
こ
の
お
と
こ
い
た
く
す
ゝ
ろ
き
て
門
ち
か
き
ら
う
の
す
の
こ
た
つ
物
に
し
り
か
け
て
と
は
か
り
月
を
見
る
き
く
い
と
お
も
し
ろ
く
う
つ
ろ
ひ
わ
た
り
て
風
に
き
ほ
へ
る
も
み
ち
の
み
た
れ
な
と
あ
は
れ
と
け
に
見
え
た
り
ふ
と
こ
ろ
な
り
け
る
ふ
え
と
り
い
て
ゝ
ふ
き
な
ら
し
か
け
も
16
オ
53
よ
し
な
と
つ
ゝ
し
り
う
た
ふ
ほ
と
に
よ
く
な
る
わ
こ
む
を
し
ら
へ
と
ゝ
の
へ
た
り
け
る
う
る
は
し
く
か
き
あ
は
せ
た
り
し
ほ
と
け
し
う
は
あ
ら
す
か
し
り
ち
の
し
ら
へ
は
女
の
も
の
や
は
ら
か
に
か
き
な
ら
し
て
す
の
う
ち
よ
り
き
こ
え
た
る
も
い
ま
め
き
た
る
も
の
ゝ
こ
ゑ
な
れ
は
き
よ
く
す
め
る
月
に
お
り
つ
き
な
か
ら
す
お
と
こ
い
た
く
め
て
ゝ
す
の
も
と
に
あ
ゆ
み
き
て
庭
の
も
み
ち
こ
そ
ふ
み
わ
け
た
る
あ
と
も
な
け
れ
な
と
ね
た
ま
す
き
く
を
お
り
て
こ
と
の
ね
も
月
も
え
な
ら
ぬ
や
と
な
か
ら
つ
れ
な
き
人
を
ひ
き
や
と
め
け
る
わ
ろ
か
め
り
な
と
い
ひ
て
い
ま
一
こ
ゑ
16
ウ
き
ゝ
は
や
す
へ
き
人
の
あ
る
時
に
て
な
の
こ
ゐ
給
そ
な
と
い
た
く
あ
さ
れ
か
く
れ
は
女
こ
ゑ
い
た
う
つ
く
ろ
ひ
て
木
か
ら
し
に
ふ
き
あ
は
す
め
る
笛
の
ね
を
ひ
き
と
ゝ
む
へ
き
こ
と
の
葉
そ
な
き
と
な
ま
め
き
か
は
す
に
に
く
ゝ
な
る
を
も
し
ら
て
又
さ
う
の
こ
と
を
は
つ
し
き
て
う
に
し
ら
め
て
い
ま
め
か
し
く
か
ひ
ゝ
き
た
る
つ
ま
を
と
か
と
な
き
に
は
あ
ら
ね
と
ま
は
ゆ
き
心
地
な
む
し
侍
し
た
ゝ
と
き


う
ち
か
た
ら
ふ
宮
つ
か
へ
人
な
と
の
あ
く
ま
て
さ
れ
は
み
す
き
た
る
は
さ
て
も
み
る
か
き
り
は
を
か
し
く
も
あ
り
ぬ
へ
か
し
時
と
き
に
て
も
さ
る
所
に
て
わ
す
れ
ぬ
よ
す
か
と
お
も
ひ
給
21
オ
へ
む
に
は
た
の
も
し
け
な
く
さ
し
す
く
ひ
た
り
と
心
を
か
れ
て
そ
の
夜
の
こ
と
に
こ
と
つ
け
て
こ
そ
ま
か
り
た
え
に
し
か
こ
の
ふ
た
つ
の
こ
と
を
お
も
ふ
給
へ
あ
は
す
る
に
わ
か
き
時
の
心
に
た
に
猶
さ
や
う
に
も
て
出
た
る
事
は
い
と
あ
や
し
く
た
の
も
し
け
な
く
お
ほ
え
侍
き
い
ま
よ
り
後
は
ま
し
て
さ
の
み
な
む
お
も
ひ
給
へ
ら
る
へ
き
御
心
の
ま
ゝ
に
お
ら
は
お
ち
ぬ
へ
き
萩
の
つ
ゆ
ひ
ろ
は
ゝ
き
え
な
む
と
み
ゆ
る
玉
さ
ゝ
の
う
へ
の
あ
ら
れ
な
と
の
え
む
に
あ
へ
か
な
る
す
き


し
さ
の
み
こ
そ
お
か
し
く
お
ほ
さ
る
ら
め
い
ま
さ
り
と
も
な
ゝ
と
せ
あ
ま
り
か
ほ
と
に
お
ほ
し
し
り
侍
な
む
な
に
か
し
か
い
や
し
き
21
ウ
い
さ
め
に
て
す
き
た
は
め
ら
む
女
に
心
を
か
せ
給
へ
あ
や
ま
ち
し
て
み
む
人
の
た
め
か
た
く
な
ゝ
る
心
を
も
た
て
つ
へ
き
も
の
な
り
と
い
ま
し
む
中
将
れ
い
の
う
な
つ
く
君
す
こ
し
か
54
た
ゑ
み
て
さ
る
こ
と
ゝ
は
お
ほ
す
へ
か
め
り
い
つ
か
た
に
つ
け
て
も
人
わ
ろ
く
は
し
た
な
か
り
け
る
み
物
か
た
り
か
な
と
て
う
ち
わ
ら
ひ
お
は
さ
う
す
中
将
な
に
か
し
は
し
れ
も
の
ゝ
物
か
た
り
を
せ
む
と
て
い
と
し
の
ひ
て
み
そ
め
た
り
し
人
の
さ
て
も
み
つ
へ
か
りきイ
し
け
は
ひ
な
り
し
か
は
な
か
ら
ふ
へ
き
物
と
し
も
思
給
へ
さ
り
し
か
と
な
れ
ゆ
く
ま
ゝ
に
あ
は
れ
と
お
ほ
え
し
か
は
た
え


わ
す
れ
ぬ
も
の
に
お
も
ひ
給
へ
し
を
22
オ
さ
は
か
り
に
な
れ
は
う
ち
た
の
め
る
け
し
き
も
み
え
き
の
(
マ
マ)
む
に
つ
け
て
は
う
ら
め
し
と
お
も
ふ
こ
と
も
あ
ら
む
と
心
な
か
ら
お
ほ
ゆ
る
お
り


も
侍
し
を
見
し
ら
ぬ
や
う
に
て
ひ
さ
し
き
と
た
え
を
も
か
う
た
ま
さ
か
な
る
人
と
も
思
た
ら
す
た
ゝ
あ
さ
夕
に
も
て
つ
け
た
ら
む
あ
り
さ
ま
に
み
え
て
心
く
る
し
か
り
し
か
は
た
の
め
わ
た
る
こ
と
な
と
も
あ
り
き
か
し
お
や
も
な
く
い
と
心
ほ
そ
け
に
て
さ
ら
は
こ
の
人
こ
そ
は
と
事
に
ふ
れ
て
お
も
へ
る
け
し
き
も
ら
う
た
け
な
り
き
か
う
の
と
け
き
に
を
た
し
く
て
久
く
ま
か
ら
さ
り
し
こ
ろ
こ
の
見
給
ふ
る
わ
た
り
よ
り
な
さ
け
な
く
う
た
て
22
ウ
あ
る
事
を
な
む
さ
る
た
よ
り
あ
り
て
か
す
め
い
は
せ
た
り
け
る
後
に
こ
そ
き
ゝ
侍
し
か
さ
る
う
き
こ
と
や
あ
ら
む
と
も
し
ら
す
心
に
は
わ
す
れ
す
な
か
ら
せ
う
そ
こ
な
と
も
せ
て
ひ
さ
し
く
侍
し
に
む
け
に
お
も
ひ
し
ほ
れ
て
心
ほ
そ
か
り
け
れ
は
お
さ
な
き
物
な
と
も
あ
り
し
に
お
も
ひ
わ
つ
ら
ひ
て
な
て
し
こ
の
花
を
お
り
て
お
こ
せ
た
り
し
と
て
な
み
た
く
も
た
り
さ
て
そ
の
ふ
み
の
こ
と
葉
は
と
と
ひ
給
へ
は
い
さ
や
こ
と
な
る
こ
と
も
な
か
り
き
や
山
か
つ
の
か
き
ほ
あ
る
と
も
お
り


に
あ
は
れ
は
か
け
よ
な
て
し
こ
の
露
お
も
ひ
い
て
し
ま
ゝ
に
ま
か
り
た
り
し
23
オ
か
は
れ
い
の
う
ら
も
な
き
も
の
か
ら
い
と
物
お
も
ひ
か
ほ
に
て
あ
れ
た
る
家
の
つ
ゆ
し
け
き
を
な
か
め
て
む
し
の
ね
に
き
ほ
へ
る
け
し
き
む
か
し
物
か
た
り
め
き
て
お
ほ
え
侍
し
さ
き
ま
し
る
花
は
い
つ
れ
と
わ
か
ね
と
も
な
を
と
こ
な
つ
に
し
く
も
の
そ
な
き
や
ま
と
な
て
し
こ
を
は
さ
し
を
き
て
ま
つ
ち
り
を
た
に
と
お
や
の
心
を
と
る
55
う
ち
は
ら
ふ
袖
も
つ
ゆ
け
き
と
こ
な
つ
に
あ
ら
し
吹
そ
ふ
秋
も
き
に
け
り
と
は
か
な
け
に
い
ひ
な
し
て
ま
め


し
く
う
ら
み
た
る
さ
ま
も
見
え
す
な
み
た
を
も
ら
し
お
と
し
て
も
い
と
は
つ
か
し
く
つ
ゝ
ま
し
け
に
ま
き
ら
は
し
か
く
し
て
23
ウ
つ
ら
き
を
も
お
も
ひ
し
り
け
り
と
見
え
む
は
わ
り
な
く
く
る
し
き
物
と
お
も
ひ
た
り
し
か
は
心
や
す
く
て
又
と
た
え
を
き
侍
し
ほ
と
に
あ
し
と
も
な
く
こ
そ
か
き
け
ち
て
う
せ
に
し
か
ま
た
世
に
あ
ら
は
は
か
な
き
世
に
そ
さ
す
ら
ふ
ら
む
あ
は
れ
と
お
も
ひ
し
ほ
と
に
わ
つ
ら
は
し
け
に
お
も
ひ
ま
と
は
す
け
し
き
見
え
ま
し
か
は
か
く
も
あ
く
か
ら
さ
ら
ま
し
こ
よ
な
き
と
た
え
を
か
す
さ
る
物
に
し
な
し
て
し
か
は
い
か
て
た
つ
ね
む
と
お
も
ひ
給
ふ
る
を
い
ま
に
え
こ
そ
き
ゝ
つ
け
侍
ら
れ
こ
れ
こ
そ
の
給
ひ
つ
る
は
か
な
き
た
め
し
な
め
れ
な
く
て
つ
ら
し
と
お
も
ひ
け
る
を
も
し
ら
て
あ
は
れ
た
え
さ
り
し
も
24
オ
や
く
な
き
か
た
お
も
ひ
な
り
け
り
い
ま
や
う


わ
す
れ
ゆ
く
き
は
に
か
れ
は
た
え
し
も
思
は
な
れ
す
お
り


人
や
り
な
ら
ぬ
む
ね
こ
か
る
ゝ
夕
も
あ
ら
む
と
お
ほ
え
侍
こ
れ
な
む
え
た
も
つ
ま
し
く
た
の
も
し
け
な
き
か
た
な
り
け
る
さ
れ
は
か
の
さ
か
な
も
の
も
お
も
ひ
い
て
あ
る
か
た
に
わ
す
れ
か
た
け
れ
と
さ
し
あ
た
り
て
み
む
に
は
わ
つ
ら
は
し
く
よ
く
せ
す
は
あ
き
た
き
事
も
あ
り
な
む
や
こ
と
の
ね
の
す
ゝ
め
り
け
む
か
と
か
と
し
さ
も
す
き
た
る
つ
み
を
も
か
る
へ
し
こ
の
心
も
と
な
き
も
う
た
か
ひ
そ
ふ
へ
け
れ
は
い
つ
れ
と
つ
ゐ
に
お
も
ひ
さ
た
め
す
な
り
ぬ
る
こ
そ
世
中
や
た
ゝ
か
く
こ
そ
と
24
ウ
り


に
く
ら
へ
く
る
し
か
る
へ
き
こ
の
さ
ま


の
よ
き
か
か
き
り
を
と
り
く
し
な
む
す
へ
き
く
さ
は
ひ
ま
せ
ぬ
人
は
い
つ
こ
に
か
は
あ
ら
む
吉
祥
天
女
を
お
も
ひ
か
け
む
と
す
れ
は
ほ
う
け
つ
き
く
す
し
か
ら
む
こ
そ
又
わ
ひ
し
か
り
ぬ
へ
け
れ
と
て
み
な
わ
ら
ひ
ぬ
式
部
か
所
に
そ
け
し
き
あ
る
こ
と
は
あ
ら
む
す
こ
し
つ
ゝ
か
た
り
申
せ
と
せ
め
ら
る
し
も
か
下
に
は
な
て
う
事
か
き
こ
し
め
し
と
こ
ろ
侍
ら
む
と
い
へ
と
ゝ
う
の
君
ま
め
や
か
に
を
そ
し
と
せ
め
給
へ
は
な
に
事
を
と
り
申
さ
む
と
お
も
ひ
め
く
ら
す
に
ま
た
文
章
の
生
に
侍
し
56
時
か
し
こ
き
女
の
た
め
し
を
な
む
見
給
へ
し
か
の
馬
頭
の
25
オ
申
給
へ
る
や
う
に
お
ほ
や
け
こ
と
を
も
い
ひ
あ
は
せ
わ
た
く
し
さ
ま
の
よ
に
す
ま
ふ
へ
き
心
を
き
て
を
お
も
ひ
め
く
ら
さ
む
か
た
も
い
た
り
ふ
か
く
さ
え
の
き
は
な
ま


の
は
か
せ
は
つ
か
し
く
す
へ
て
く
ち
あ
か
す
へ
く
も
な
む
侍
ら
さ
り
し
そ
れ
は
あ
る
は
か
せ
の
も
と
に
か
く
も
ん
な
と
し
侍
と
て
ま
か
り
か
よ
ひ
し
ほ
と
に
あ
る
し
の
む
す
め
と
も
お
ほ
か
り
と
き
ゝ
給
て
は
か
な
き
つ
ゐ
て
に
い
ひ
よ
り
て
侍
し
を
お
や
き
ゝ
つ
け
て
さ
か
月
も
て
い
て
ゝ
我
ふ
た
つ
の
道
う
た
ふ
を
き
け
と
な
む
き
こ
え
こ
ち
侍
し
か
と
お
さ


う
ち
と
け
て
も
ま
か
ら
す
か
の
お
や
の
心
を
は
ゝ
か
り
て
さ
25
ウ
す
か
に
か
ゝ
つ
ら
ひ
侍
し
ほ
と
に
い
と
あ
は
れ
に
お
も
ひ
う
し
ろ
み
ね
さ
め
の
か
た
ら
ひ
も
身
の
さ
え
つ
き
お
ほ
や
け
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
へ
き
道


し
き
事
を
ゝ
し
へ
て
い
と
き
よ
け
に
せ
う
そ
こ
ふ
み
に
も
か
む
な
と
い
ふ
も
の
を
か
き
ま
せ
す
む
へ


し
く
い
ひ
ま
は
し
侍
に
を
の
つ
か
ら
え
ま
か
り
た
え
て
そ
の
も
の
を
師
と
し
て
な
む
わ
つ
か
な
る
こ
し
を
れ
ふ
み
つ
く
る
こ
と
な
と
な
ら
ひ
侍
し
か
は
い
ま
に
そ
の
お
む
は
わ
す
れ
侍
ら
ね
と
な
つ
か
し
き
さ
い
し
と
う
ち
た
の
ま
む
に
無
才
の
人
な
ま
わ
ろ
な
ら
む
ふ
る
ま
ひ
な
と
み
え
む
に
は
つ
か
し
く
な
む
見
え
侍
し
ま
い
て
26
オ
君
た
ち
の
御
た
め
は
か


し
く
し
た
ゝ
か
な
る
御
う
し
ろ
み
は
な
に
ゝ
か
は
せ
さ
せ
給
は
む
は
か
な
し
く
ち
お
し
と
か
つ
み
つ
ゝ
も
た
ゝ
我
心
に
つ
き
す
く
せ
の
ひ
く
か
た
侍
め
れ
は
お
の
こ
し
も
な
む
し
さ
い
な
き
物
は
侍
め
る
と
申
せ
は
の
こ
り
を
い
は
せ
む
と
て
さ
て


お
か
し
か
り
け
る
女
哉
と
す
か
ひ
給
ふ
を
心
は
え
な
か
ら
は
な
の
わ
た
り
に
お
こ
つ
き
て
か
た
り
な
す
さ
て
い
と
ひ
さ
し
く
ま
か
ら
さ
り
し
に
も
の
ゝ
た
よ
り
に
た
ち
よ
り
て
侍
れ
は
つ
ね
の
う
ち
と
け
ゐ
た
る
か
た
に
は
侍
ら
て
心
や
ま
し
き
物
こ
し
に
て
な
む
あ
ひ
て
侍
り
ふ
す
ふ
る
に
や
と
お
こ
か
ま
し
く
も
又
26
ウ
よ
き
ふ
し
な
り
と
も
お
も
ひ
給
ふ
る
に
こ
の
さ
か
し
人
は
57
た
か
ろ


し
き
物
え
む
し
す
へ
き
に
も
あ
ら
す
よ
の
た
う
り
を
お
も
ひ
と
り
て
う
ら
み
さ
り
け
り
こ
ゑ
も
は
や
り
か
に
て
い
ふ
や
う
月
こ
ろ
ふ
ひ
や
う
お
も
き
に
た
へ
か
ね
て
こ
く
ね
ち
の
さ
う
や
く
を
ふ
く
し
て
い
と
く
さ
き
に
よ
り
な
む
え
た
い
め
む
し
た
ま
は
ら
ぬ
ま
の
あ
た
り
な
ら
す
と
も
さ
る
へ
か
ら
む
さ
う
し
等
は
う
け
給
ら
む
と
い
と
あ
は
れ
に
む
へ


し
く
い
ひ
侍
り
い
ら
へ
に
な
に
と
か
は
た
ゝ
う
け
給
ぬ
と
て
た
ち
い
て
侍
に
さ
う


し
く
や
お
ほ
え
け
む
こ
の
か
う
せ
な
む
時
に
た
ち
よ
り
給
へ
と
た
か
や
か
に
い
ふ
を
27
オ
き
ゝ
す
く
さ
む
も
い
と
お
し
し
は
し
た
ち
や
す
ら
ふ
へ
き
に
は
た
侍
ら
ね
は
け
に
そ
の
に
ほ
ひ
さ
へ
は
な
や
か
に
た
ち
そ
へ
る
も
す
へ
な
く
て
に
け
め
を
つ
か
ひ
て
さ
ゝ
か
に
の
ふ
る
ま
ひ
し
る
き
夕
く
れ
に
ひ
る
ま
す
く
せ
と
い
ふ
か
あ
や
な
き
い
か
な
る
こ
と
つ
け
そ
や
と
い
ひ
も
は
て
す
は
し
り
い
て
侍
ぬ
る
に
お
ひ
て
あ
ふ
こ
と
の
夜
を
し
へ
た
て
ぬ
中
な
ら
は
ひ
る
ま
も
な
に
か
ま
は
ゆ
か
ら
ま
し
さ
す
か
に
く
ち
と
く
な
と
は
侍
き
と
し
つ


と
申
せ
は
君
た
ち
あ
さ
ま
し
と
お
も
ひ
て
そ
ら
こ
と
ゝ
て
わ
ら
ひ
給
い
つ
こ
の
さ
る
女
か
あ
る
へ
き
お
い
ら
か
に
27
ウ
お
に
と
こ
そ
む
か
ひ
ゐ
た
ら
め
む
く
つ
け
き
こ
と
ゝ
つ
ま
は
し
き
を
し
て
い
は
む
か
た
な
し
と
式
部
を
あ
は
め
に
く
み
て
す
こ
し
よ
ろ
し
か
ら
む
こ
と
を
申
せ
と
せ
め
給
へ
と
こ
れ
よ
り
め
つ
ら
し
き
事
は
候
な
む
や
と
て
お
り
す
へ
て
お
と
こ
も
女
も
わ
ろ
も
の
は
わ
つ
か
に
忘
れ
る
か
た
の
こ
と
を
の
こ
り
な
く
見
せ
つ
く
さ
む
と
お
も
へ
る
こ
そ
い
と
お
し
け
れ
三
史
五
経
の
道


し
き
方
を
あ
き
ら
か
に
さ
と
り
あ
か
さ
む
こ
そ
あ
い
行
な
か
ら
め
な
と
か
は
女
と
い
は
む
か
ら
に
世
に
あ
る
こ
と
の
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
に
つ
け
て
む
け
に
し
ら
す
い
た
ら
す
し
も
あ
ら
む
わ
さ
と
な
ら
ひ
ま
ね
は
ね
と
も
す
こ
し
も
か
と
あ
ら
む
人
の
み
ゝ
に
も
め
に
も
と
ま
る28
オ
こ
と
し
ね
ん
に
お
ほ
か
る
へ
し
さ
る
ま
ゝ
に
は
ま
む
な
を
は
し
り
か
き
て
さ
る
ま
し
き
中
の
女
ふ
み
に
な
か
は
す
き
て
か
き
す
す
め
る
あ
な
う
た
て
こ
の
人
の
た
を
や
か
な
ら
ま
し
か
は
と
見
え
た
り
心
ち
に
は
さ
し
も
お
も
は
さ
ら
め
と
を
の
つ
か
ら
こ
は
58
こ
は
し
き
こ
ゑ
に
よ
み
な
さ
れ
な
と
し
つ
ゝ
こ
と
さ
ら
ひ
た
り
こ
れ
は
上
ら
う
の
中
に
も
お
ほ
か
る
こ
と
そ
か
し
う
た
よ
む
と
お
も
へ
る
人
や
か
て
哥
に
ま
つ
は
れ
お
か
し
き
ふ
る
こ
と
を
も
は
し
め
よ
り
と
り
こ
み
つ
ゝ
す
さ
ま
し
き
お
り


よ
み
か
け
た
る
こ
そ
物
し
き
事
な
れ
返
事
せ
ね
は
な
さ
け
な
し
え
せ
さ
ら
む
人
は
は
し
た
な
か
ら
む
さ
る
へ
き
せ
ち
ゑ
28
ウ
な
と
五
月
の
せ
ち
に
は
い
そ
き
ま
い
る
あ
し
た
な
に
の
あ
や
め
も
お
も
ひ
し
つ
め
ら
れ
ぬ
に
え
な
ら
ぬ
ね
を
ひ
き
か
け
九
日
の
え
ん
に
ま
つ
か
た
き
詩
の
心
を
お
も
ひ
め
く
ら
し
い
と
ま
な
き
お
り
に
き
く
の
つ
ゆ
を
か
こ
ち
よ
せ
な
と
や
う
の
つ
き
な
き
い
と
な
み
に
あ
は
せ
さ
な
ら
て
も
を
の
つ
か
ら
け
に
後
に
お
も
へ
は
お
か
し
く
も
あ
は
れ
に
も
あ
へ
か
り
け
る
事
の
そ
の
お
り
に
つ
き
な
く
め
に
も
と
ま
ら
ぬ
な
と
を
ゝ
し
は
か
ら
す
よ
み
い
て
た
る
中


心
を
く
れ
て
み
ゆ
よ
ろ
つ
の
こ
と
に
な
と
か
は
さ
て
も
と
お
ほ
ゆ
る
お
り
か
ら
時


思
わ
か
ぬ
は
か
り
の
心
に
て
は
よ
し
は
み
な
さ
け
た
ゝ
さ
ら
む
な
む
め
や
29
オ
す
か
る
へ
き
す
へ
て
心
に
し
れ
ら
む
事
を
も
し
ら
す
か
ほ
に
も
て
な
し
い
は
ま
ほ
し
か
ら
む
こ
と
を
も
ひ
と
つ
ふ
た
つ
の
ふ
し
は
す
く
す
へ
き
な
む
あ
へ
か
り
け
る
と
い
ふ
に
も
君
は
人
ひ
と
り
の
御
あ
り
さ
ま
を
心
の
う
ち
に
お
も
ひ
つ
ゝ
け
給
ふ
こ
れ
に
た
ら
す
又
さ
し
す
き
た
る
事
な
く
物
し
給
ひ
け
る
か
な
と
あ
り
か
た
き
に
も
い
と
ゝ
む
ね
ふ
た
か
る
い
つ
か
た
に
よ
り
は
つ
と
も
な
く
は
て


は
あ
や
し
き
事
と
も
に
な
り
て
あ
か
し
給
つ
か
ら
う
し
て
け
ふ
は
日
の
け
し
き
も
な
を
れ
り
か
く
の
み
こ
も
り
さ
ふ
ら
ひ
給
ふ
も
お
ほ
殿
の
御
心
い
と
お
し
け
れ
は
ま
か
て
給
へ
り
お
ほ
か
た
の
け
し
29
ウ
き
人
の
け
は
ひ
も
け
さ
や
か
に
け
た
か
く
み
た
れ
た
る
所
ま
し
ら
す
猶
こ
れ
こ
そ
は
か
の
人


の
す
て
か
た
く
と
り
い
て
し
ま
め
人
に
は
た
の
ま
れ
ぬ
へ
け
れ
と
お
ほ
す
物
か
ら
あ
ま
り
う
る
は
し
き
御
あ
り
さ
ま
の
と
け
か
た
く
は
つ
か
し
け
に
の
み
思
し
つ
ま
り
給
へ
る
を
さ
う


し
く
て
中
納
言
の
君
中
務
な
と
や
う
の
を
し
な
へ
た
ら
ぬ
わ
か
人
と
も
に
た
は
ふ
れ
こ
と
な
と
の
給
ひ
つ
ゝ
あ
つ
さ
に
み
た
れ
給
へ
る
御
59
あ
り
さ
ま
を
み
る
か
ひ
あ
り
と
お
も
ひ
き
こ
え
た
り
お
と
ゝ
も
わ
た
り
給
て
う
ち
と
け
給
へ
れ
は
御
木
丁
へ
た
て
ゝ
お
は
し
ま
し
て
御
物
語
き
こ
え
給
を
あ
つ
き
に
と
に
か
み
給
30
オ
へ
は
人


わ
ら
ふ
あ
な
か
ま
と
て
け
う
そ
く
に
よ
り
お
は
す
い
と
や
す
ら
か
な
る
御
ふ
る
ま
ひ
な
り
や
く
ら
く
な
る
ほ
と
に
今
夜
な
か
月
う
ち
よ
り
は
ふ
た
か
り
て
侍
り
け
り
と
き
こ
ゆ
さ
か
し
れ
い
は
い
み
給
か
た
な
り
け
り
二
条
院
に
も
お
な
し
す
ち
に
て
い
つ
く
に
か
た
か
へ
む
い
と
な
や
ま
し
き
に
と
て
お
ほ
と
の
こ
も
れ
り
い
と
あ
し
き
事
な
り
と
こ
れ
か
れ
き
こ
ゆ
き
の
か
み
に
て
し
た
し
く
つ
か
う
ま
つ
る
人
中
河
の
わ
た
り
な
る
家
な
む
こ
の
こ
ろ
水
せ
き
い
れ
て
す
ゝ
し
き
か
け
に
侍
と
き
こ
ゆ
い
と
よ
か
な
り
な
や
ま
し
き
に
う
し
な
か
ら
ひ
き
い
れ
つ
へ
か
ら
む
所
を
と
の
た
ま
30
ウ
ふ
し
の
ひ


の
御
方
た
か
へ
所
は
あ
ま
た
あ
り
ぬ
へ
け
れ
と
ひ
さ
し
く
ほ
と
へ
て
わ
た
り
給
へ
る
に
か
た
ふ
た
け
て
ひ
き
た
か
へ
ほ
か
さ
ま
へ
と
お
ほ
さ
む
は
い
と
お
し
き
な
る
へ
し
紀
の
守
に
お
ほ
せ
こ
と
た
ま
へ
は
う
け
給
な
か
ら
し
り
そ
き
て
伊
よ
の
守
の
朝
臣
の
家
に
つ
ゝ
し
む
こ
と
侍
て
女
房
な
む
ま
か
り
う
つ
れ
る
こ
ろ
に
て
せ
は
き
所
に
侍
れ
は
な
め
け
な
る
事
や
侍
ら
む
と
し
た
に
な
け
く
を
き
ゝ
給
て
そ
の
人
ち
か
ゝ
ら
む
な
む
う
れ
し
か
る
へ
き
女
と
を
き
た
ひ
ね
は
も
の
お
そ
ろ
し
き
心
ち
す
へ
き
を
た
ゝ
そ
の
木
丁
の
う
し
ろ
に
と
の
給
へ
は
け
に
よ
ろ
し
き
お
ま
し
所
に
も
と
て
人
31
オ
は
し
ら
せ
や
る
い
と
し
の
ひ
て
こ
と
さ
ら
に
こ
と


し
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
と
い
そ
き
い
て
給
へ
は
お
と
ゝ
に
も
き
こ
え
給
は
す
御
と
も
に
も
む
つ
ま
し
き
か
き
り
し
て
お
は
し
ま
し
ぬ
守
に
は
か
に
と
わ
ふ
れ
と
人
も
き
ゝ
い
れ
す
し
む
殿
の
ひ
ん
か
し
お
も
て
は
ら
ひ
あ
け
さ
せ
て
か
り
そ
め
の
御
し
つ
ら
ひ
し
た
り
水
の
心
は
へ
な
と
さ
る
か
た
に
お
か
し
く
し
な
し
た
り
ゐ
中
家
た
つ
し
は
か
き
し
て
せ
む
さ
い
な
と
心
と
ゝ
め
て
う
へ
た
り
風
す
ゝ
し
く
て
そ
こ
は
か
と
な
き
む
し
の
こ
ゑ


き
こ
え
ほ
た
る
し
け
く
と
ひ
ま
か
ひ
て
お
か
し
き
ほ
と
な
り
人


わ
た
殿
よ
り
い
て
た
る
い
つ
み
に
の
そ
き
ゐ
て
さ
60
31
ウ
け
の
む
あ
る
し
も
さ
か
な
も
と
む
と
こ
ゆ
る
き
の
い
そ
き
あ
り
く
ほ
と
君
は
の
と
や
か
に
な
か
め
給
て
か
の
中
の
し
な
に
と
り
出
て
い
ひ
し
こ
の
な
み
な
ら
む
か
し
と
お
ほ
し
い
つ
お
も
ひ
あ
か
れ
る
け
し
き
に
き
ゝ
お
き
給
へ
る
む
す
め
な
れ
は
ゆ
か
し
く
て
み
ゝ
と
ゝ
め
給
へ
る
に
こ
の
に
し
お
も
て
に
そ
人
の
け
は
ひ
す
る
き
ぬ
の
を
と
な
ひ
は
ら


と
し
て
わ
か
き
こ
ゑ
と
も
に
く
か
ら
す
さ
す
か
に
し
の
ひ
て
も
の
い
ひ
ゑ
わ
ら
ひ
な
と
す
る
け
は
ひ
こ
と
さ
ら
ひ
た
り
か
う
し
を
あ
け
た
り
け
れ
と
か
み
心
な
し
と
む
つ
か
り
て
お
ろ
し
つ
れ
は
火
と
も
し
た
る
す
き
か
け
さ
う
し
の
か
み
よ
り
も
り
た
る
に
32
オ
や
を
ら
よ
り
給
て
み
ゆ
や
と
お
ほ
せ
と
ひ
ま
し
な
け
れ
は
し
は
し
き
ゝ
給
に
こ
の
ち
か
き
も
や
に
つ
と
ひ
ゐ
た
る
な
る
へ
し
う
ち
さ
ゝ
め
き
い
ふ
こ
と
ゝ
も
を
き
ゝ
給
へ
は
我
御
う
へ
な
る
へ
し
い
と
い
た
う
ま
め
た
ち
て
ま
た
き
に
や
む
こ
と
な
き
よ
す
か
さ
た
ま
り
給
へ
る
こ
そ
さ
う


し
か
め
れ
さ
れ
と
さ
る
へ
き
く
ま
に
は
よ
く
こ
そ
か
く
れ
あ
り
き
給
な
れ
な
と
い
ふ
に
も
お
ほ
す
こ
と
の
み
心
に
か
ゝ
り
給
へ
れ
は
ま
つ
む
ね
つ
ふ
れ
て
か
や
う
の
つ
ゐ
て
に
も
人
の
い
ひ
も
ら
さ
む
を
き
ゝ
つ
け
た
ら
む
時
な
と
お
ほ
え
給
こ
と
な
る
事
な
け
れ
は
き
ゝ
さ
し
給
つ
式
部

宮
32
ウ
の
ひ
め
君
に
あ
さ
か
ほ
た
て
ま
つ
り
給
し
哥
な
と
を
す
こ
し
ほ
ゝ
ゆ
か
め
て
か
た
る
も
き
こ
ゆ
く
つ
ろ
き
か
ま
し
く
哥
す
し
か
ち
に
も
あ
る
か
な
と
猶
み
を
と
り
は
し
な
む
か
し
と
お
ほ
す
か
み
い
て
き
て
と
う
ろ
か
け
そ
へ
火
あ
か
く
か
ゝ
け
な
と
し
て
御
く
た
物
は
か
り
ま
い
れ
り
と
は
り
丁
も
い
か
に
そ
は
さ
る
か
た
の
心
も
な
く
て
は
め
さ
ま
し
き
あ
る
し
な
ら
む
と
の
給
へ
は
な
に
よ
け
ん
と
も
え
う
け
給
は
ら
す
か
し
こ
ま
り
て
さ
ふ
ら
ふ
は
し
つ
か
た
の
お
ま
し
に
か
り
な
る
や
う
に
て
お
ほ
と
の
こ
も
れ
は
人


も
し
つ
ま
り
ぬ
あ
る
し
の
子
と
も
お
か
し
け
33
オ
に
て
あ
り
わ
ら
は
な
る
殿
上
の
ほ
と
に
御
ら
む
し
な
れ
た
る
も
あ
り
伊
よ
の
す
け
の
子
も
あ
り
あ
ま
た
あ
る
61
中
に
い
と
け
は
ひ
あ
て
は
か
に
て
十
二
三
は
か
り
な
る
も
あ
り
い
つ
れ
か
い
つ
れ
な
と
と
ひ
給
に
こ
れ
は
衛
門
の
か
み
の
す
ゑ
の
子
に
て
い
と
か
な
し
く
し
侍
り
け
る
を
お
さ
な
き
ほ
と
に
を
く
れ
侍
て
あ
ね
な
る
人
の
よ
す
か
に
か
く
て
侍
な
り
さ
え
な
と
も
つ
き
侍
ぬ
へ
く
け
し
う
は
侍
ら
ぬ
を
殿
上
な
と
も
お
も
ふ
給
ひ
か
け
な
か
ら
す
か


し
う
も
え
ま
し
ら
ひ
侍
ら
さ
め
る
と
申
あ
は
れ
の
こ
と
や
こ
の
あ
ね
君
や
ま
う
と
の
後
の
お
や
さ
な
む
侍
と
申
に
に
け
33
ウ
な
き
お
や
を
も
ま
う
け
た
り
け
る
か
な
う
へ
に
も
き
こ
し
め
し
を
き
て
宮
つ
か
へ
に
い
た
し
て
む
と
も
ら
し
そ
う
せ
し
を
い
か
に
な
り
に
け
む
と
い
つ
そ
や
の
給
は
せ
し
世
こ
そ
さ
た
め
な
き
物
な
れ
と
い
と
お
よ
す
け
の
給
ふ
ふ
い
に
か
く
て
も
の
し
侍
る
な
り
世
中
と
い
ふ
も
の
さ
の
み
こ
そ
い
ま
も
む
か
し
も
さ
た
ま
り
た
る
事
侍
ぬ
な
か
に
も
女
の
す
く
せ
は
い
と
う
か
ひ
た
る
な
む
あ
は
れ
に
侍
な
と
き
こ
え
さ
す
い
よ
の
す
け
は
か
し
つ
く
や
君
と
お
も
ふ
ら
む
な
い
か
ゝ
は
わ
た
く
し
の
し
う
と
こ
そ
お
も
ひ
て
侍
め
る
を
す
き


し
き
こ
と
ゝ
な
に
か
し
よ
り
は
し
め
て
う
け
34
オ
ひ
き
侍
ら
す
な
と
申
さ
り
と
も
ま
う
と
た
ち
の
つ
き


し
く
い
ま
め
き
た
ら
む
に
お
ろ
し
た
て
む
や
は
か
の
す
け
は
い
と
よ
し
あ
り
て
け
し
き
は
め
る
を
や
な
と
物
か
た
り
し
給
つ
ゝ
い
つ
方
に
そ
み
な
し
も
や
に
お
ろ
し
侍
ぬ
る
を
え
や
ま
か
り
お
り
あ
へ
さ
ら
む
と
き
こ
ゆ
ゑ
い
す
ゝ
み
て
み
な
人


す
の
こ
に
ふ
し
つ
ゝ
し
つ
ま
り
ぬ
君
は
と
け
て
も
ね
ら
れ
給
は
す
い
た
つ
ら
ふ
し
と
お
ほ
さ
る
ゝ
に
御
め
さ
め
て
こ
の
北
の
さ
う
し
の
あ
な
た
に
人
の
け
は
ひ
す
る
を
こ
な
た
や
か
く
い
ふ
人
の
か
く
れ
た
る
か
た
な
ら
む
あ
は
れ
や
と
御
心
と
ゝ
め
て
や
を
ら
お
き
て
た
ち
き
34
ウ
き
給
へ
は
あ
り
つ
る
子
の
こ
ゑ
に
て
も
の
け
給
は
る
い
つ
く
に
お
は
し
ま
す
そ
と
か
れ
た
る
こ
ゑ
の
お
か
し
き
に
て
い
へ
は
こ
ゝ
に
そ
ふ
し
た
る
ま
ら
う
と
は
ね
給
ぬ
る
か
い
か
に
ち
か
か
ら
む
と
お
も
ひ
つ
る
を
さ
れ
と
け
と
を
か
り
け
り
と
い
ふ
ね
た
り
け
る
こ
ゑ
の
し
と
け
な
き
い
と
よ
く
に
か
よ
ひ
62
た
れ
は
い
も
う
と
ゝ
き
ゝ
給
つ
ひ
さ
し
に
そ
お
ほ
と
の
こ
も
り
ぬ
る
を
と
に
き
ゝ
つ
る
御
あ
り
さ
ま
を
み
た
て
ま
つ
り
つ
る
け
に
こ
そ
め
て
た
か
り
け
れ
と
み
そ
か
に
い
ふ
ひ
る
な
ら
ま
し
か
は
の
そ
き
て
み
た
て
ま
つ
り
て
ま
し
と
ね
ふ
た
け
に
い
ひ
て
か
ほ
ひ
き
い
れ
つ
る
こ
ゑ
す
ね
た
う
心
と
ゝ
め
35
オ
て
と
ひ
き
け
か
し
と
あ
ち
き
な
く
お
ほ
す
ま
ろ
は
こ
ゝ
に
ね
侍
ら
む
あ
な
く
る
し
と
て
火
か
ゝ
け
な
と
す
へ
し
女
き
み
は
た
ゝ
こ
の
さ
う
し
く
ち
す
ち
か
ひ
た
る
ほ
と
に
そ
ふ
し
た
る
へ
き
中
将
の
君
は
い
つ
く
に
そ
人
け
と
を
き
心
地
し
て
も
の
お
そ
ろ
し
と
い
ふ
な
れ
は
な
け
し
の
し
も
に
人


ふ
し
て
い
ら
へ
す
な
り
し
も
に
ゆ
に
お
り
て
た
ゝ
い
ま
い
ら
む
と
侍
と
い
ふ
み
な
し
つ
ま
り
ぬ
る
け
は
ひ
な
れ
は
か
け
か
ね
を
心
み
に
ひ
き
あ
け
給
へ
れ
は
あ
な
た
よ
り
は
さ
ゝ
さ
り
け
り
き
丁
を
さ
う
し
口
に
た
て
ゝ
火
は
ほ
の
く
ら
き
に
見
給
へ
は
か
ら
ひ
つ
た
つ
物
と
も
を
ゝ
き
35
ウ
た
れ
は
み
た
り
か
は
し
き
中
を
わ
け
い
り
給
て
け
は
ひ
し
つ
る
所
に
い
り
給
へ
れ
は
た
ゝ
ひ
と
り
い
と
さ
ゝ
や
か
に
て
ふ
し
た
り
な
ま
わ
つ
ら
は
し
け
れ
と
う
へ
な
る
き
ぬ
を
ゝ
し
や
る
ま
て
も
と
め
つ
る
人
と
お
も
へ
り
中
将
め
し
つ
れ
は
な
む
人
し
れ
ぬ
お
も
ひ
の
し
る
し
あ
る
心
ち
し
て
と
の
給
を
と
も
か
く
も
お
も
ひ
わ
か
れ
す
物
に
を
そ
は
る
ゝ
心
ち
し
て
や
と
お
ひ
ゆ
れ
は
か
ほ
に
き
ぬ
の
さ
は
り
て
を
と
に
も
た
て
す
う
ち
つ
け
に
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
心
の
ほ
と
ゝ
見
給
ら
む
こ
と
は
り
な
れ
と
年
こ
ろ
お
も
ひ
わ
た
る
心
の
う
ち
も
き
こ
え
し
ら
せ
む
と
て
な
む
か
ゝ
る
お
り
を
ま
ち
い
て
36
オ
た
る
も
さ
ら
に
あ
さ
く
は
あ
ら
し
と
お
も
ひ
な
し
給
へ
と
い
と
や
は
ら
か
に
の
給
て
お
に
か
み
も
あ
ら
た
つ
ま
し
き
け
は
ひ
な
れ
は
は
し
た
な
く
こ
ゝ
に
人
と
も
え
の
ゝ
し
ら
す
心
ち
は
た
わ
ひ
し
く
あ
る
ま
し
き
事
と
お
も
へ
は
あ
さ
ま
し
く
人
た
か
へ
こ
そ
侍
め
れ
と
い
ふ
も
い
き
の
し
た
な
り
き
え
ま
と
へ
る
け
し
き
い
と
心
く
る
し
く
ら
う
た
け
な
れ
は
お
か
し
と
見
給
て
た
か
ふ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
心
の
し
る
へ
を
お
も
は
す
に
も
お
ほ
め
い
給
か
な
す
き
か
ま
し
き
さ
63
ま
に
は
よ
に
見
え
た
て
ま
つ
ら
し
お
も
ふ
事
す
こ
し
き
こ
ゆ
へ
き
そ
と
て
い
と
ち
い
さ
や
か
な
れ
は
か
き
い
た
36
ウ
き
て
さ
う
し
の
も
と
い
て
給
に
そ
も
と
め
つ
る
中
将
た
つ
人
き
あ
ひ
た
る
や
ゝ
と
の
給
に
あ
や
し
く
て
さ
く
り
よ
り
た
る
に
そ
い
み
し
く
に
ほ
ひ
み
ち
て
か
ほ
に
も
く
ゆ
り
か
ゝ
る
心
ち
す
る
に
お
も
ひ
よ
り
ぬ
あ
さ
ま
し
う
こ
は
い
か
な
る
事
そ
と
お
も
ひ
ま
と
は
る
れ
と
き
こ
え
む
か
た
な
し
な
み


の
人
な
ら
は
こ
そ
あ
ら
ゝ
か
に
も
ひ
き
か
な
く
ら
め
そ
れ
た
に
人
の
あ
ま
た
し
ら
む
は
い
か
ゝ
あ
ら
む
心
も
さ
は
き
て
し
た
ひ
き
た
れ
と
と
う
も
な
く
て
お
く
な
る
お
ま
し
に
い
り
給
ぬ
さ
う
し
を
ひ
き
た
て
ゝ
あ
か
つ
き
に
御
む
か
へ
に
物
せ
よ
と
の
給
へ
は
女
は
こ
の
人
の
お
も
ふ
ら
む
事
さ
へ
し
ぬ
は
か
り
わ
り
な
37
オ
き
に
な
か
る
ゝ
ま
て
あ
せ
に
な
り
て
い
と
な
や
ま
し
け
な
る
い
と
お
し
け
れ
と
れ
い
の
い
つ
く
よ
り
と
う
て
給
こ
と
の
葉
に
か
あ
ら
む
あ
は
れ
し
ら
る
は
か
り
な
さ
け


し
く
の
給
つ
く
す
へ
か
め
れ
と
な
を
い
と
あ
さ
ま
し
き
に
う
つ
ゝ
と
も
お
も
ほ
え
す
こ
そ
か
す
な
ら
ぬ
身
な
か
ら
も
お
ほ
し
く
た
し
け
る
御
心
の
ほ
と
も
い
か
ゝ
あ
さ
く
は
お
も
ふ
給
へ
さ
ら
む
い
と
か
や
う
な
る
き
は
ゝ
き
は
と
こ
そ
侍
な
れ
と
て
か
く
を
し
た
ち
給
へ
る
を
ふ
か
く
な
さ
け
な
く
う
ら
め
し
と
お
も
ひ
い
り
た
る
様
も
け
に
い
と
お
し
く
心
は
つ
か
し
き
け
は
ひ
な
れ
は
そ
の
き
は


を
ま
た
し
ら
ぬ
う
い
こ
と
そ
や
中


を
し
な
へ
た
37
ウ
る
つ
ら
に
お
も
ひ
な
し
給
へ
る
な
む
う
た
て
あ
り
け
る
を
の
つ
か
ら
き
ゝ
給
や
う
も
あ
ら
む
あ
な
か
ち
な
る
す
き
心
は
さ
ら
に
な
ら
は
ぬ
を
さ
る
へ
き
に
や
け
に
か
く
あ
は
め
ら
れ
た
て
ま
つ
る
も
こ
と
は
り
な
る
心
ま
と
ひ
を
身
つ
か
ら
も
あ
や
し
き
ま
て
な
む
な
と
ま
め
た
ち
て
よ
ろ
つ
に
の
給
へ
と
い
と
た
く
ひ
な
き
御
あ
り
さ
ま
の
い
よ


う
ち
と
け
き
こ
え
む
事
わ
ひ
し
け
れ
は
す
く
よ
か
に
心
つ
き
な
し
と
は
見
え
た
て
ま
つ
る
と
も
さ
る
か
た
の
ゆ
ふ
か
ひ
な
き
に
て
す
く
し
て
む
と
思
て
つ
れ
な
く
の
み
も
て
な
し
た
り
人
か
ら
の
た
を
や
き
た
る
に
つ
よ
き
心
を
し
ゐ
て
く
は
へ
た
れ
は
な
よ
竹
の
心
ち
し
て
さ
す
38
オ
64
か
に
お
る
へ
く
も
あ
ら
す
ま
こ
と
に
心
や
ま
し
く
て
あ
な
か
ち
な
る
御
心
は
へ
を
い
ふ
か
た
な
し
と
お
も
ひ
て
な
く
さ
ま
な
と
い
と
あ
は
れ
な
り
心
く
る
し
く
は
あ
れ
と
見
さ
ら
ま
し
か
は
く
ち
お
し
か
ら
ま
し
と
お
ほ
す
な
く
さ
め
か
た
く
う
し
と
お
も
へ
れ
は
な
と
か
く
し
も
う
と
ま
し
き
も
の
に
し
も
お
ほ
す
へ
き
お
ほ
え
な
き
さ
ま
な
る
し
も
こ
そ
ち
き
り
あ
る
と
は
お
も
ひ
給
は
め
む
け
に
世
を
お
も
ひ
し
ら
ぬ
や
う
に
お
ほ
ほ
れ
給
な
む
い
と
つ
ら
き
と
う
ら
み
ら
れ
て
い
と
か
く
う
き
身
の
ほ
と
の
さ
た
ま
ら
ぬ
あ
り
し
な
か
ら
の
身
に
て
か
ゝ
る
御
心
は
へ
を
見
ま
し
か
は
あ
る
38
ウ
ま
し
き
我
た
の
み
に
て
見
な
を
し
給
の
ち
せ
も
や
と
も
お
も
ひ
給
へ
な
く
さ
め
ま
し
を
い
と
か
う
か
り
な
る
う
き
ね
の
ほ
と
を
お
も
ひ
侍
に
た
く
ひ
な
く
お
も
ひ
給
へ
ま
と
は
る
ゝ
な
り
よ
し
い
ま
は
見
き
と
な
か
け
そ
と
て
お
も
へ
る
さ
ま
け
に
い
と
こ
と
は
り
な
り
を
ろ
か
な
ら
す
契
な
く
さ
め
給
ふ
事
お
ほ
か
る
へ
し
と
り
も
な
き
ぬ
人


お
き
い
て
ゝ
い
と
ゐ
き
た
な
か
り
け
る
よ
か
な
御
く
る
ま
ひ
き
い
て
よ
な
と
い
ふ
也
か
み
も
い
て
き
て
女
な
と
の
御
か
た
た
か
へ
こ
そ
夜
ふ
か
く
い
そ
か
せ
給
へ
き
か
は
な
と
い
ふ
君
は
又
か
や
う
の
つ
い
て
あ
ら
む
こ
と
も
い
と
か
た
し
さ
し
は
へ
て
は
い
か
て
か
御
ふ
み
な
と
39
オ
も
か
よ
は
む
事
の
わ
り
な
き
を
お
ほ
す
る
に
い
と
む
ね
い
た
し
お
く
の
中
将
も
い
て
ゝ
い
と
く
る
し
か
れ
は
ゆ
る
し
給
て
も
又
ひ
き
と
ゝ
め
給
つ
ゝ
い
か
て
か
き
こ
ゆ
へ
き
よ
に
し
ら
ぬ
御
心
の
つ
ら
さ
も
あ
は
れ
も
あ
さ
か
ら
ぬ
世
の
お
も
ひ
出
は
さ
ま


め
つ
ら
か
な
る
へ
き
た
め
し
か
な
と
て
う
ち
な
き
給
御
け
し
き
い
と
な
ま
め
き
た
り
鳥
も
し
は


な
く
に
心
あ
は
た
ゝ
し
く
て
つ
れ
な
さ
を
う
ら
み
も
は
て
ぬ
し
の
ゝ
め
に
と
り
あ
へ
ぬ
ま
て
お
と
ろ
か
す
ら
む
女
身
の
あ
り
さ
ま
を
お
も
ふ
に
い
と
つ
き
な
く
ま
は
ゆ
き
心
ち
し
て
め
て
た
き
御
も
て
な
し
も
な
に
と
も
お
ほ
え
す
つ
ね
は
い
と
す
く


し
く
心
つ
き
な
し
と
お
も
ひ
あ
な39
ウ
つ
る
伊
よ
の
か
た
の
み
お
も
ひ
や
ら
れ
て
夢
に
や
み
ゆ
ら
む
と
そ
ら
お
そ
ろ
し
く
つ
ゝ
ま
し
身
の
う
さ
を
な
け
く
に
あ
か
て
あ
く
る
夜
は
と
り
か
さ
ね
65
て
そ
ね
も
な
か
れ
け
る
こ
と
ゝ
あ
か
く
な
れ
は
さ
う
し
く
ち
ま
て
を
く
り
給
う
ち
も
と
も
人
さ
は
か
し
け
れ
は
ひ
き
た
て
ゝ
わ
か
れ
い
り
給
ほ
と
心
ほ
そ
く
へ
た
つ
る
関
と
見
え
た
り
御
な
を
し
な
と
き
給
て
み
な
み
の
か
う
ら
む
に
し
は
し
う
ち
な
か
め
給
に
し
お
も
て
の
か
う
し
そ
ゝ
き
あ
け
て
人


の
そ
く
へ
か
め
り
す
の
こ
の
中
の
ほ
と
に
た
て
た
る
さ
う
し
の
か
み
よ
り
ほ
の
か
に
見
え
給
へ
る
御
あ
り
さ
ま
を
身
に
し
む
は
か
り
お
も
へ
る
す
き
心
と
も
あ
め
り
40
オ
月
は
あ
り
明
に
て
ひ
か
り
お
さ
ま
る
物
か
ら
か
け
さ
や
か
に
見
え
て
中


お
か
し
き
あ
け
ほ
の
な
り
な
に
心
な
き
空
の
け
し
き
も
た
ゝ
見
る
人
か
ら
え
む
に
も
す
こ
く
も
み
ゆ
る
な
り
け
り
人
し
れ
ぬ
御
心
に
は
い
と
む
ね
い
た
く
こ
と
つ
て
い
れ
む
よ
す
か
た
に
な
き
を
か
へ
り
み
か
ち
に
て
い
て
給
ぬ
殿
に
か
へ
り
給
て
も
と
み
に
も
ま
と
ろ
ま
れ
給
は
す
又
あ
ひ
み
る
へ
き
か
た
な
き
を
ま
し
て
か
の
人
の
思
ふ
ら
む
心
の
う
ち
を
い
か
な
ら
む
と
心
く
る
し
く
お
も
ひ
や
り
給
ふ
す
く
れ
た
る
事
は
な
け
れ
と
め
や
す
く
も
も
て
つ
け
て
も
あ
り
つ
る
中
の
し
な
か
な
く
ま
な
く
み
あ
つ
40
ウ
め
た
る
人
の
い
ひ
し
こ
と
は
け
に
と
お
ほ
し
あ
は
せ
ら
れ
け
り
こ
の
ほ
と
は
お
ほ
と
の
に
の
み
お
は
し
ま
す
猶
い
と
か
き
た
え
て
お
も
ふ
ら
む
こ
と
の
い
と
お
し
く
御
心
に
か
ゝ
り
て
く
る
し
く
お
ほ
し
わ
ひ
て
き
の
か
み
を
め
し
た
り
か
の
あ
り
し
中
納
言
の
子
は
え
さ
せ
て
む
や
ら
う
た
け
に
見
え
し
を
身
ち
か
く
つ
か
う
人
に
せ
む
う
へ
に
も
わ
れ
た
て
ま
つ
ら
む
と
の
給
へ
は
い
と
か
し
こ
き
お
ほ
せ
こ
と
に
侍
な
り
あ
ね
な
る
人
に
の
給
ひ
み
む
と
申
す
も
む
ね
つ
ふ
れ
て
お
ほ
せ
と
そ
の
あ
ね
君
は
朝
臣
の
を
と
う
と
や
も
た
る
さ
も
侍
ら
す
こ
の
二
と
せ
は
か
り
か
く
て
も
の
し
侍
41
オ
れ
と
お
や
の
を
き
て
に
た
か
へ
り
と
お
も
ひ
な
け
き
て
心
ゆ
か
ぬ
や
う
に
な
む
き
ゝ
給
ふ
る
あ
は
れ
の
こ
と
や
よ
ろ
し
く
き
こ
え
し
人
そ
か
し
ま
こ
と
に
よ
し
や
と
の
給
へ
は
け
し
う
は
侍
ら
さ
る
へ
し
も
て
は
な
れ
て
う
と


し
う
侍
れ
は
世
の
た
と
い
に
て
む
つ
れ
侍
ら
す
と
申
さ
て
五
六
日
あ
り
て
こ
の
子
ゐ
て
ま
い
れ
り
こ
ま
や
か
に
お
か
し
と
は
66
な
け
れ
と
な
ま
め
き
た
る
さ
ま
し
て
あ
て
人
と
見
え
た
り
め
し
い
れ
て
い
と
な
つ
か
し
く
か
た
ら
ひ
給
わ
ら
は
心
ち
に
い
と
め
て
た
く
う
れ
し
と
お
も
ふ
い
も
う
と
の
き
み
の
こ
と
も
く
は
し
く
と
ひ
き
ゝ
て
給
さ
る
へ
き
こ
と
は
い
ら
へ
き
こ
41
ウ
え
な
と
し
て
は
つ
か
し
け
に
し
つ
ま
り
た
れ
は
う
ち
い
て
に
く
し
さ
れ
と
い
と
よ
く
い
ひ
し
ら
せ
給
か
ゝ
る
こ
と
こ
そ
と
ほ
の
心
う
る
も
お
も
ひ
の
ほ
か
な
れ
と
お
さ
な
き
心
ち
に
ふ
か
く
し
も
た
と
ら
す
御
ふ
み
を
も
て
き
た
れ
は
女
あ
さ
ま
し
き
に
な
み
た
も
い
て
き
ぬ
こ
の
子
の
お
も
ふ
ら
む
こ
と
も
は
し
た
な
く
て
さ
す
か
に
御
ふ
み
を
お
も
か
く
し
に
ひ
ろ
け
た
り
い
と
お
ほ
く
て
見
し
ゆ
め
を
あ
ふ
夜
あ
り
や
と
な
け
く
ま
に
め
さ
へ
あ
は
て
そ
こ
ろ
も
へ
に
け
る
ぬ
る
夜
な
け
れ
は
な
と
め
も
を
よ
は
ぬ
御
か
き
さ
ま
も
め
も
き
り
て
心
え
ぬ
す
く
せ
う
ち
そ
42
オ
へ
り
け
る
身
を
思
つ
ゝ
け
て
ふ
し
給
へ
り
ま
た
の
日
小
君
め
し
た
れ
は
ま
い
る
と
て
御
か
へ
り
こ
ふ
か
ゝ
る
御
ふ
み
み
る
へ
き
人
も
な
し
と
き
こ
え
よ
と
の
給
へ
は
う
ち
ゑ
み
て
た
か
ふ
へ
く
も
の
給
は
さ
り
し
も
の
を
い
か
ゝ
さ
は
申
さ
む
と
い
ふ
に
心
や
ま
し
く
の
こ
り
な
く
の
給
は
せ
し
ら
せ
て
け
る
と
お
も
ふ
に
つ
ら
き
こ
と
か
き
り
な
し
い
て
を
よ
す
け
た
る
こ
と
は
い
は
ぬ
そ
よ
き
さ
は
な
ま
い
り
給
ひ
そ
と
む
つ
か
ら
れ
て
め
す
に
は
い
か
て
か
と
て
ま
い
り
ぬ
き
の
か
み
す
き
心
に
こ
の
ま
ゝ
は
ゝ
の
御
あ
り
さ
ま
を
あ
た
ら
し
き
物
に
お
も
ひ
て
つ
い
せ
う
し
あ
り
け
は
こ
の
子
を
も
も
て
か
し
つ
き
て
42
ウ
ゐ
て
あ
り
く
君
め
し
よ
せ
て
き
の
ふ
ま
ち
く
ら
し
ゝ
を
な
を
あ
ひ
お
も
ふ
ま
し
き
な
め
り
と
え
む
し
給
へ
は
か
ほ
う
ち
あ
か
め
て
ゐ
た
り
い
つ
ら
と
の
給
に
し
か


と
申
に
い
ふ
か
ひ
な
の
こ
と
や
あ
さ
ま
し
と
て
又
も
給
へ
り
あ
こ
は
し
ら
し
な
そ
の
伊
よ
の
お
き
な
よ
り
は
さ
き
に
見
し
人
そ
さ
れ
と
た
の
も
し
け
な
く
く
ひ
ほ
そ
し
と
て
ふ
つ
ゝ
か
な
る
う
し
ろ
み
ま
う
け
て
か
く
あ
な
つ
り
給
な
め
り
さ
り
と
も
あ
こ
は
我
子
に
て
を
あ
れ
よ
か
の
た
の
も
し
人
は
ゆ
く
さ
き
み
し
か
ゝ
り
な
む
と
の
給
へ
は
さ
も
や
あ
り
け
む
い
み
67
し
か
り
け
る
こ
と
か
な
と
お
も
へ
る
お
か
し
と
お
ほ
す
こ
の
こ
を
43
オ
ま
つ
は
し
給
て
う
ち
に
も
ゐ
て
ま
い
り
な
と
し
給
ふ
わ
か
御
く
し
け
殿
に
の
給
て
さ
う
そ
く
な
と
も
せ
さ
せ
ま
こ
と
に
お
や
め
き
て
あ
つ
か
ひ
給
御
ふ
み
は
つ
ね
に
あ
り
さ
れ
と
こ
の
子
も
お
さ
な
し
心
よ
り
ほ
か
に
ち
り
も
せ
は
か
ろ
か
ろ
し
き
名
さ
へ
と
り
そ
へ
む
身
の
お
ほ
え
を
い
と
つ
き
な
か
る
へ
く
お
も
へ
は
め
て
た
き
こ
と
も
我
身
か
ら
こ
そ
と
思
て
う
ち
と
け
た
る
御
い
ら
へ
も
き
こ
え
す
ほ
の
か
な
り
し
御
け
は
ひ
あ
り
さ
ま
は
け
に
な
へ
て
に
や
は
と
お
も
ひ
出
き
こ
え
ぬ
に
は
あ
ら
ね
と
お
か
し
き
さ
ま
を
み
え
た
て
ま
つ
り
て
も
な
に
ゝ
か
は
な
る
へ
き
な
と
お
も
ひ
か
へ
43
ウ
す
な
り
け
り
君
は
お
ほ
し
を
こ
た
る
時
の
ま
も
な
く
心
く
る
し
く
も
こ
ひ
し
く
も
お
ほ
し
い
つ
お
も
へ
り
し
け
し
き
な
と
の
い
と
お
し
さ
も
は
る
け
む
方
な
く
お
ほ
し
わ
た
る
か
る


し
く
は
ひ
ま
き
れ
た
ち
よ
り
給
は
む
も
人
め
し
け
か
ら
む
所
に
は
ひ
む
な
き
ふ
る
ま
ひ
や
あ
ら
は
れ
ん
人
の
た
め
も
い
と
お
し
く
お
ほ
し
わ
つ
ら
ふ
れ
い
の
う
ち
に
日
か
す
へ
給
こ
ろ
さ
る
へ
き
か
た
の
い
み
ま
ち
い
て
給
て
に
は
か
に
ま
か
て
給
ま
ね
し
て
み
ち
の
ほ
と
よ
り
お
は
し
ま
し
た
り
き
の
か
み
お
と
ろ
き
て
や
り
水
の
め
い
ほ
く
と
か
し
こ
ま
り
よ
ろ
こ
ふ
こ
君
に
は
ひ
る
つ
か
た
よ
り
か
く
な
む
44
オ
思
よ
れ
る
と
の
給
ち
き
れ
り
あ
け
く
れ
ま
つ
は
し
な
ら
し
給
け
れ
は
今
夜
も
ま
つ
め
し
い
て
た
り
女
も
さ
る
御
せ
う
そ
こ
あ
り
け
る
に
お
ほ
し
た
は
か
り
つ
ら
む
ほ
と
は
あ
さ
く
し
も
お
も
ひ
な
さ
れ
ね
と
さ
り
と
て
う
ち
と
け
人
け
な
き
あ
り
さ
ま
を
み
え
た
て
ま
つ
り
て
も
あ
ち
き
な
く
ゆ
め
の
や
う
に
て
す
き
に
し
な
け
き
を
又
や
く
は
へ
む
と
お
も
ひ
み
た
れ
て
な
を
さ
て
ま
ち
つ
け
き
こ
え
さ
せ
む
こ
と
の
ま
は
ゆ
け
れ
は
小
君
か
い
て
ゝ
い
ぬ
る
ほ
と
に
い
と
け
ち
か
け
れ
は
か
た
は
ら
い
た
し
な
や
ま
し
け
れ
は
し
の
ひ
て
う
ち
た
ゝ
か
せ
な
と
も
せ
む
に
ほ
と
は
な
れ
て
を
と
て
44
ウ
わ
た
殿
に
中
将
と
い
ひ
し
か
つ
ほ
ね
し
た
る
か
く
れ
に
う
つ
68
ろ
ひ
ぬ
さ
る
心
し
て
人
と
く
し
つ
め
て
御
せ
う
そ
こ
あ
れ
と
小
君
は
え
た
つ
ね
あ
は
す
よ
ろ
つ
の
所
も
と
め
あ
り
き
て
わ
た
殿
に
わ
け
い
り
て
い
か
に
か
ひ
な
し
と
お
ほ
さ
む
と
な
き
ぬ
は
か
り
い
へ
は
か
く
け
し
か
ら
ぬ
心
は
つ
か
ふ
物
か
お
さ
な
き
人
の
か
ゝ
る
事
い
ひ
つ
た
ふ
る
は
い
み
し
く
い
む
物
を
と
い
ひ
お
と
し
て
心
ち
な
や
ま
し
け
れ
は
人


さ
け
す
を
さ
へ
さ
せ
て
な
む
と
き
こ
え
さ
せ
よ
あ
や
し
と
た
れ
も


お
も
ふ
ら
む
と
い
ひ
は
な
ち
て
心
の
中
に
は
い
と
か
く
し
な
さ
た
ま
り
ぬ
る
身
の
お
ほ
え
な
ら
て
す
き
に
し
45
オ
お
や
の
御
け
は
ひ
と
ま
れ
る
ふ
る
さ
と
な
か
ら
た
ま
さ
か
に
も
ま
ち
つ
け
た
て
ま
つ
ら
は
お
か
し
く
も
や
あ
ら
ま
し
し
ゐ
て
お
も
ひ
し
ら
ぬ
か
ほ
に
み
け
つ
も
い
か
に
ほ
と
し
ら
ぬ
や
う
に
お
ほ
す
ら
む
と
心
な
か
ら
も
む
ね
い
た
く
さ
す
か
に
お
も
ひ
み
た
る
と
て
も
か
く
て
も
い
ま
は
い
ふ
か
ひ
な
き
す
く
せ
な
り
け
れ
は
む
し
ん
に
心
つ
き
な
く
て
や
み
な
む
と
お
も
ひ
は
て
た
り
き
み
は
い
か
に
た
は
か
り
な
さ
む
と
ま
た
お
さ
な
き
を
う
し
ろ
め
た
く
待
ふ
し
給
へ
る
に
ふ
よ
う
な
る
よ
し
を
き
こ
ゆ
れ
は
あ
さ
ま
し
く
め
つ
ら
か
な
り
け
る
心
の
ほ
と
を
身
も
い
と
は
つ
か
し
く
こ
そ
な
り
ぬ
れ
と
い
45
ウ
と


お
し
き
御
け
し
き
な
り
と
は
か
り
も
の
も
の
給
は
す
い
た
う
う
め
き
て
う
し
と
お
ほ
し
た
り
は
ゝ
木
き
の
心
も
し
ら
て
そ
の
は
ら
の
み
ち
に
あ
や
な
く
ま
と
ひ
ぬ
る
か
な
き
こ
え
む
か
た
こ
そ
な
け
れ
と
の
給
へ
り
女
も
さ
す
か
に
ま
と
ろ
ま
さ
り
け
り
か
す
な
ら
ぬ
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
名
の
う
さ
に
あ
る
に
も
あ
ら
す
き
ゆ
る
は
ゝ
き
ゝ
と
き
こ
え
た
り
小
君
い
と


お
し
さ
に
ね
ふ
た
く
も
あ
ら
て
ま
と
ひ
あ
り
く
を
人
あ
や
し
と
見
る
ら
む
と
わ
ひ
給
れ
い
の
人
々
は
い
き
た
な
き
に
ひ
と
所
す
ゝ
ろ
に
す
さ
ま
し
く
お
ほ
し
つ
ゝ
け
ら
る
れ
と
人
に
ゝ
ぬ
心
46
オ
の
さ
ま
の
な
を
き
え
す
た
ち
の
ほ
れ
り
け
る
と
ね
た
く
か
ゝ
る
に
つ
け
て
こ
そ
心
も
と
ま
れ
と
か
つ
は
お
ほ
し
な
か
ら
め
さ
ま
し
く
つ
ら
け
れ
は
さ
は
れ
と
お
ほ
せ
と
も
さ
も
え
お
ほ
し
は
つ
ま
し
く
か
く
れ
た
ら
む
と
こ
ろ
に
た
に
な
を
い
て
い
け
と
の
給
69
へ
と
い
と
む
つ
か
し
け
に
さ
し
こ
め
ら
れ
て
人
あ
ま
た
侍
め
れ
は
か
し
こ
け
に
と
き
こ
ゆ
い
と
お
し
と
お
も
へ
り
よ
し
あ
こ
た
に
な
す
て
そ
と
の
給
て
御
か
た
は
ら
に
ふ
せ
給
へ
り
わ
か
く
な
つ
か
し
き
御
あ
り
さ
ま
を
う
れ
し
く
め
て
た
し
と
お
も
ひ
た
れ
は
つ
れ
な
き
人
よ
り
は
な
か


あ
は
れ
に
お
ほ
さ
る
と
そ
46
ウ
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注(
１)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
源
氏
物
語
筆
者
目
録
源
氏
物
語
秘
訣｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
三
月)
(
２)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
昌
琢
筆
桐
壺｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
一
〇
月)
(
３)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
紅
葉
賀｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
六
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
三
月)
(
４)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
宿
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
一
〇
月)
(
５)
正
宗
敦
夫
氏
編
纂
『
顕
伝
明
名
録』
下
(
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
昭
和
一
三
年
一
二
月)
(
６)
村
井
蔵
。
(
７)
乾
裕
幸
氏
校
注
『
古
典
俳
文
学
大
系
二
貞
門
俳
諧
集
二』
(
集
英
社
昭
和
四
六
年
三
月)
。
鵜
沢
芳
松
氏
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
二
十
編
俳
諧
逸
話
全
集』
(
博
文
館
明
治
三
三
年
八
月)
も
参
考
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
乾
裕
幸
氏
｢
里
村
両
家
の
俳
壇
確
執
―
俳
諧
論
戦
史
の
内
―｣
『
会
報
(
大
阪
俳
文
学
研
究
会)』
第
八
号
(
昭
和
四
九
年
九
月)
に
は
、
北
家
三
代
の
若
い
玄
陳
に
と
つ
て
、
祖
父
紹
巴
の
息
の
か
か
つ
た
貞
徳
は
、
と
か
く
煙
た
い
存
在
で
あ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
く
、
右
の
や
う
な
場
面
も
時
に
は
見
得
た
か
と
思
は
れ
る
。
と
あ
る
。
(
８)
福
井
久
蔵
氏
『
連
歌
の
史
的
研
究』
(
有
精
堂
昭
和
四
四
年
一
一
月)
｢
第
三
十
九
徳
川
幕
府
の
御
連
歌
師｣
に
、
玄
陳
の
連
歌
に
つ
い
て
、｢
元
和
寛
永
頃
の
作
が
多
く
、
出
藍
の
誉
れ
が
あ
っ
た
。｣
と
記
す
。
(
９)
注
２
に
同
じ
。
(
)
注
３
に
同
じ
。
(
)
連
歌
総
目
録
編
纂
会
編
『
連
歌
総
目
録』
(
明
治
書
院
平
成
九
年
四
月)
を
も
と
に
、
連
歌
会
の
月
日
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
注
８
の
本
に
従
っ
た
。
71
()
村
井
蔵
。
(
)
｢
玄
仍
筆
『
源
氏
物
語
註』
上
冊｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
四
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
二
年
三
月)
｢
玄
仍
筆
『
源
氏
物
語
註』
中
冊｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
五
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
二
年
一
〇
月)
｢
玄
仍
筆
『
源
氏
物
語
註』
下
冊｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
五
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
三
年
三
月)
(
)
写
真
⑤
｢
瑞
籬
に
ひ
さ
し
く
ち
ら
ぬ
紅
葉
か
な
玄
陳｣
は
、
駒
田
蔵
。
写
真
⑥
｢
冬
か
れ
て
霜
に
花
野
の
果
も
な
し
玄
陳｣
は
、
村
井
蔵
。
(
)
飯
島
春
敬
氏
編
『
書
道
辞
典』
(
東
京
堂
出
版
昭
和
五
〇
年
四
月)
｢
定
家
様｣
(
)
小
松
茂
美
氏
『
古
筆』
(
講
談
社
昭
和
四
七
年
八
月)
｢
切
の
発
生
と
古
筆
手
鑑｣
(
)
正
宗
敦
夫
氏
編
纂
『
古
今
名
物
類
聚』
下
(
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
昭
和
一
四
年
一
〇
月)
(
)
徳
川
美
術
館
・
根
津
美
術
館
編
『
名
物
茶
器
玩
貨
名
物
記
と
柳
営
御
物』
(
徳
川
美
術
館
他
昭
和
六
三
年
一
〇
月)
(
)
国
書
刊
行
会
編
『
日
本
書
画
苑
第
二』
(
国
書
刊
行
会
大
正
四
年
一
二
月)
(
	)
北
村
佳
逸
編
『
名
家
鑑
定
美
術
必
携
日
本
画
人
伝』
巻
六
(
明
治
二
八
年
四
月)
(

)
三
浦
周
行
監
修
『
堺
市
史』
第
三
巻
第
四
編
(
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
昭
和
五
年
六
月)
(
)
三
浦
周
行
監
修
『
堺
市
史』
第
七
巻
第
一
編
(
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
昭
和
五
年
六
月)
(
)
『
続
本
朝
画
史』
は
、
鑑
定
家
桧
山
坦
斎
(
一
七
七
四
〜
一
八
四
二)
が
本
書
を
継
ぎ
、
文
政
二
年
(
一
八
一
九)
出
版
。
(
)
石
田
誠
太
郎
『
日
本
書
画
名
家
編
年
史』
八
冊
(
出
版
元
は
石
田
孝
介
大
正
三
年)
(
)
『
国
書
総
目
録』
著
者
別
索
引
(
岩
波
書
店
昭
和
五
一
年
一
二
月)
(
)
奥
田
勲
氏
『
連
歌
師
そ
の
行
動
と
文
学』
(
評
論
社
昭
和
五
一
年
六
月)
｢
連
歌
師
の
ゆ
く
え｣
(
)
桑
田
忠
親
氏
『
茶
道
の
歴
史』
(
講
談
社
学
術
文
庫
昭
和
五
四
年
一
一
月)
｢
茶
道
の
格
式
化｣
(
)
注

に
同
じ
。
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② 帚木巻 1オ
① 帚木巻 表紙
74
③ 帚木巻 終丁
75
⑥ 短冊
④ 忠度百首 巻末
⑤ 短冊
